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1 .再裁定の進達事務の留意事項(その3)

【再裁定ヘルプデスク電話照会事例 Q&A】

【支払部再裁定グループ】

再裁定の進達事務の留意事項については、 22年 11月号(その1)、 23年3月号

(その2)にて掲載しているところですが、今回は、これまで「再裁定ヘルプデス

ク」に寄せられた照会事例のうち主なもののQ&Aを掲載いたしますので、今後の

業務の参考としてください。

Q1 再裁定と諸変更のサイクルは同じか。

Q2  受発月の賞与記録の追加・訂正については再裁定となるか。

Q3  再裁定決定後、本人へ送付される書類および送付・到着時期は。

Q4  3骨特例による年金額改定があるときの進達方法は固

Q5  r国民年金第3号被保険者特例措置該当期間登録(取消)届書(処理票)J(眉書コード410)の原本

を進遣できないときはどうするか。

Q6 死亡失権後に加給年金停止等の処理もれが判明したときの進達方法は。

Q 7 r遺族厚生年金裁定再裁定対象者リスト」が送付されたときの進達方法は。

Q8 再裁定が必要な遺族厚生年金(1450)に子の加算がされていた場合、子の遺族厚生年金も再裁定は必要か。

Q9  老齢基礎年金の受給者に受発前の厚生年金の被保険者期聞が判明した場合、 233号の添付が必要とな

るケースは。

Ql0 死亡失権者に期間追加の再裁定がある場合、未支給請求書は必要か。

Qll 期間判明の再裁定で死亡者の原簿を復元したところ、「当時未支給請求がない」との理由で返戻

されたが、死亡当時の生計同一・生計維持関係の証明が困難な場合でも未支給請求書の添付書類は必要

か。

Q12 三共済から特例遺族年金を受給している方に 11 50の期間判明があった場合、 11 50と1450の

選択眉の記入方法は。

Q13 旧法厚生年金保険の障害年金の受給権がある老齢基礎年金・老齢厚生年金受給者について、記録追加の

再裁定を進達したが、免除期間削除の指示があり返戻された。このときの対応は。

Q14 厚生年金保険法昭和55年改正法附則63条とは。

Q15 2分の1調整の場合も返納方法申出書は必要か。

Q16 旧法の厚生年金の期聞が判明したことにより同期間と重複していた旧法の国民年金期聞が削除された。

この場合、増額分と減額分は相殺されるか。

Q17 rN分の 1Jで肉払調整中の人に増額の再裁定が行われた場合どのように調整されるか。

Q18 事務処理誤りとして訂正処理可能と判断された場合、本部への進達方法は。

Q19 基礎繰上げ者に厚生年金の記録が判明したとき、繰上げ請求した老基の年金額より新たに発生した特老

厚の年金額のほうが高くなる場合は。

Q20 再裁定により新たに585号が必要となるケースは。

Q21 期間追加により再取得失権となるケース及び進達方法は。

別添1 r様式 127号(見本)J

別添2 r様式 127-2 (見本)J
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再裁定ヘルプデスク電話照会事例 Q&A 

|Q1 再裁定と諸変更の処理サイクルは同じか。

A. 違います。

再裁定は、新規裁定と閉じサイクルで決定されています。諸変更の締

切目前に、既にそのサイクルの処理は終わっています。

旧法の再裁定は、新法とは入力サイクルが違い、更に時間を要します。

また再裁定決定後に諸変更処理を行うため、画面照写の時点ではまだ

支払額は決定しておりません。

※ 新法の新規裁定については、「業務スケジュール』の「オンライン裁

定及び支払処理」を参照してください。

『新法の基本スケジュール例』

5/9 - 5/1 3再裁定入力

↓ 

5/1 9再裁定決定予定(翌週月曜5/23画面照写)

↓ 

6/21の締切固までに諸変更処理を後入力

↓ 

7/1 5支払

※ 再裁定入力から諸変更の後入力まで、 3週間程度要します。

|Q2 受発月の賞与記録の追加・訂正については再裁定となるか。

A 再裁定は不要です。

受発目前でも受発月の「賞与記録の追加・訂正』については三鷹連動

となります。

※ 三鷹連動のスケジュールは、「業務スケジュール』の「在職者支給停

止率変更処理」を参照してください。
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Q3. 再裁定決定後、本人へ送付される書類および送付・到着時期

Iま。

A. 

送付書類 送付・到着時期

再裁定決定日の翌週木曜発送

①年金証書 但し、時効特例対象者(不支給含む)

は決定日の翌々週火曜発送

②裁定通知書支給額変更通知書 決定サイクル月の支払日前後に到着

(※額変がある人のみ)

③振込通知書(送金通知書) 支払目前後に到着

④初回支払額のお知らせ 11 

⑤正当無効源泉 決定サイクル月の支払日前後に到着

※ ①の時効特例対象者とは再整入事由コードが、新法は01-03、

旧法は01-06の人となります。

※ ③、④は増減無しの再裁定の場合は送付無し。

また、減額の再裁定を随時サイクルで行った場合、肉払調整がある

(全額調整以外)ときは、次回の定期支払時に送付となり、全額調整

のときは、調整終了後の初回支払時に送付となります。

※ ④は旧法国民年金、旧法・新法短期年金について送付はありません。

※ 担保者は②、⑤のみ送付。

※ 死亡者は未支給決定通知書・未支給振込通知書(送金通知書)もし

くは未支給年金保険給付の請求についてのお知らせ(不該当通知書)

を送付。①~⑤の送付は無し。

|Q4. 3号特例による年金額改定があるときの進達方法は。

A. 1号未納期間または無資格期聞が3号特例になる場合、諸変更 (63

-01処理)での処理となります。

「国民年金第3号被保険者特例措置該当期間登録(取消)届書(処理

票)J(届書コード410)の原本を進達してください。

但し、 1号納付または免除が3号特例になる場合、諸変更で処理でき

ないため再裁定となります。過払いが生じますので返納方法申出書を添

付してください。
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※ 詳しくは、「社会保険業務センタ一つうしん」平成 17年7月号P

1 2-1 7を参照してください。

また、平成7-9年の3号特例(平成6年国民年金法附則第 10条『第

3号被保険者の届出の特例J)は諸変更対応ができないので、再裁定とな

ります。

※ 詳しくは、「社会保険業務センターつうしん」平成7年3月号P.

23を参照してください。

Q5. r国民年金第3号被保険者特例措置該当期間登録(取消)眉書
(処理票)J (届書コード41 0)の原本を進達できないとき

はどうするか。

A. 平成7-9年の3号特例について届書の保管期限経過により原本を進

達できない場合は、 WMの r050 02J画面のハードコピーに、原

本を進達できない理由を明記のうえ進達してください。

Q6. 死亡失権後に加給年金停止等の処理もれが判明したときの進

達方法は。

A. 死亡失権処理と同サイクルで加給停止等の処理もれが判明したときは、

支払Gへ死亡失権の取消依頼をしてください。

死亡失権取消の後、死亡保留を入力して、死亡・未支給請求書、 20

5号もしくは230号、必要に応じて返納方法申出書を同時に進達して

ください。

但し、死亡失権処理の翌サイクル以降に判明した場合は、失権の取消

しが行えないため再裁定での対応となりますので、 127号を作成mそ
の他』欄に「死亡失権前の改定判明」と記入)のうえ、各届書と同時に

進達してください。その際、 127号は一番上に綴じてください。
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Q 7. r遺族厚生年金裁定再裁定対象者リスト」が送付されたときの
進達方法は。

A. 再裁定が未進達の場合127-2号で“丈比べ、先充て停止額変更"

と記入のうえ進達してください。

※ 再裁定の要否については、「年金機構業務つうしん」平成23年3月

号P.38-39を確認してください。

Q8. 再裁定が必要な遺族厚生年金 (1450)に子の加算がされ

ていた場合、子の遺族厚生年金も再裁定は必要か。

A. 再裁定が必要です。

この時必ず子の基礎年金番号を確認(未付番のときは付番してくださ

い)のうえ、親の 127号の『その他』欄に子の基礎年金番号を記入し

てください。

尚、死亡者の基礎年金番号も未付番のときは付番してください。

Q9. 老齢基礎年金の受給者に受発前の厚生年金の被保険者期聞が

判明した場合、 233号の添付が必要となるケースは。

A. ・ 老齢基礎年金 (1150)の繰上げ受給者に、新たに 12月未満の

厚年期聞が判明した場合。

生年月日が昭和 17年4月2日以降の老齢基礎年金受給者に厚年期

聞が判明した場合。

いずれも再裁定となるため 127号が必要です。

※ 平成22年6月11日給付指2010-113支払指2010-

3 r再裁定の受付および進達事務の留意事項(諸規定によらない定め)J
P. 1 6を参照してください。

但し、単一老齢基礎年金受給権者の場合は混在老齢年金の新規裁定と

単一老齢基礎年金の裁定取消が必要となります。

※ 「社会保険業務センタ一つうしん」平成20年7月号P.1 3を参照

してください。
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Q10. 死亡失権者に期間追加の再裁定がある場合、未支給請求書は

必要か。

A. • 死亡当時の請求者と同一人が請求するとき、受取口座の確認用とし

て「未支給請求書J(5 1 4号)の提出が必要となります。

尚、戸籍謄本、住民票の添付は不要です。

但し、前回の未支給の受取口座と同一であるとき、または年金受給

者で、その受取口座と同ーのときは、その旨を 127号に明記されて

いれば未支給請求書は不要です。

未支給請求者死亡による転給の場合、受給権者が死亡した当時の次

順位者との身分関係、生計同一関係を確認するため、改めて未支給請

求書、戸籍謄本、住民票等が必要となります。

Q11.期間判明の再裁定で死亡者の原簿を復元したところ、「当時未

支給請求がない」との理由で返戻されたが、死亡当時の生計

同一・生計維持関係の証明が困難な場合でも未支給請求書の

添付書類は必要か。

A 改定記録で未支給請求が確認できない場合、未支給請求書、戸籍謄本、

住民票等が必要となります。

未支給請求に関する生計維持の認定の取扱いについては、『生計維持関

係等の認定基準及び認定の取扱いについてJ(平成23年3月23日年発

0323第1号。以下「生計維持関係通知』という。)を参照してくださ

い。

時効特例に該当する場合で上記「生計維持関係通知」による認定が困

難なときは、「平成19年7月10日庁保険発第0710001号』、「平

成21年2月17日庁保険発第0217001号』を参照してください。

その上で判断が困難である場合には、本部年金給付部給付指導Gにて取

扱いについて個別協議をしてください。
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Q12. 三共済から特例遺族年金を受給している方に 11 50の期間

判明があった場合、 11 50と1450の選択屈の記入方法

は。

A. 機構では特例遺族年金の受給の有無を確認できないため、 201号の

記載は指定選択とし、『備考』欄に、必ず指定選択する理由を明記願いま

主L

※ 機構で有利選択の判断ができないものについては、必ず指定選択と

してください。 例)労災、基金、介護保険料、税金等

Q13. 旧法厚生年金保険の障害年金の受給権がある老齢基礎年金・

老齢厚生年金受給者について、記録追加の再裁定を進達した

が、免除期間削除の指示があり返戻された。このときの対応

は。

A. 昭和61年3月以前は、厚生年金保険の障害年金受給権者は国民年金

の任意加入となりますので、免除にはなりません。

よって、免除期聞の削除(訂lE)が必要になります。

※ 同様に遺族年金や恩給等についてもご注意願います。

lQ14 厚生年金保険法昭和55年改正法附則63条とは。

A. r厚生年金保険法による年金額の計算の特例」です。

①昭和32年9月以前に第3種被保険者の期聞があって、②昭和51

年7月までの被保険者期聞が3年以上あって、③厚生年金保険の被保険

者期聞が20年以上ある(または中高齢の資格期間短縮の特例などに該

当して 20年とみなされる)場合には、昭和55年10月31日以前の

第3種被保険者の被保険者期聞を一般の第 1種被保険者の被保険者期間

とみなして計算したほうが報酬比例の年金額が高額となるときには、受

給者はその高額となった年金の支給を請求することができ、請求した日

の属する月の翌月から年金額が改定されます。

要件に該当する場合には、様式227号「厚生年金保険法老齢・障害・

遺族厚生年金額改定請求書」で請求することによって、申出日の翌月か
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ら年金額が改定されます。

※ 尚、 227号の受付印(=申出日)については、もれの無いよう

必ず確認してください。また、年金事務所での試算結果も添付してく

ださい。

|Q15. 2分の 1調整の場合も返納方法申出書は必要か。

A 返納が生じる場合、基本的には返納方法申出書の添付が必要です。

但し、 2分の 1調整で受給者に確認が取れているときは、添付なしで

も処理は可能です。その場合、 127号の『その他』欄に“2分の 1調整

を確認済"の旨を記入してください。

Q16. 旧法の厚生年金の期聞が判明したことにより同期間と重複し

ていた旧法の国民年金期聞が削除された。

この場合、増額分と減額分は相殺されるか。

A 直近5年分の支払いについては、旧法は制度聞の調整ができないため、

国民年金の返納方法申出書を添付してください。

また、時効特例分の支払いについては、増額分から減額分を差し引い

た金額がプラスの場合は支払いが発生しますが、マイナスの場合には時

効特例の不支給処分となります。

Q17. rN分の 1Jで肉払調整中の人に増額の再裁定が行われた場合

どのように調整されるか。

A. 再裁定により差額支払いが発生すると、遡及支払額については、受給

者からの肉払調整の申出とは関係なく、全額が過払額の返済に充てられ

ます。

再裁定による遡及支払額が、再裁定前からある過払い額よりも大きい

場合には、支払いが発生します。

再裁定増額分と再裁定前の過払額を相殺しでも、なお原簿にマイナス

が残る場合は、従前の rN分の 1J調整で定期支払いを行います。
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Q18.事務処理誤りとして訂正処理可能と判断された場合、本部へ

の進達方法は。

A. 127-2号に、「訂正処理依頼書』等を添付して進達してください。

※ 「平成22年12月24日 給付指2010-230 年金給付関係

の事務処理誤りに対する対処方法(指示・依頼)J P. 1 4を参照して

ください。

※ 個別対応となりますので、再裁定対応のものは再裁定ヘルプデスク、

諸変更対応のものは担当支払Gへ重畳l三進達方法や処理サイクル等に
ついてご確認ください。

Q19.基礎繰上げ者に厚生年金の記録が判明したとき、繰上げ請求

した老基の年金額より新たに発生した特老厚の年金額のほう

が高くなる場合は。

A. r平成22年12月24日 給付指2010-230 年金給付関係

の事務処理誤りに対する対処方法(指示・依頼)J P. 1 8 ②で確認して

ください。

「処理可能事例』であると判断された場合には、 127号に追加した

期聞を記入し【特記事項】の『その他』欄に“厚年追加による基礎繰上

げの取消依頼"と朱書きして、本人の繰上げ取消しの申立書を添付のう

え進達してください。

※ 本ケースのような記録問題による訂正処理については、「事務処理誤

り報告』は不要です。

lQ20 再裁定により新たに583号が必要となるケースは。

A ①再裁定前に雇用保険の基本手当との調整がかかっていなかった方に、

再裁定によって受発が遡及したことにより基本手当との調整がかかる

ようになった場合、 583号が必要となります。

②報酬月額訂正を行ったことにより、在職停止率が変わり、全停だっ

た方に初めて年金が支給されるようになった場合、 583号が必要と

なります。

※ 尚、過去の届出もれが判明したときにも、 583号が必要です。
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期間追加により再取得失権となるケース及び進達方法は。い
巴

A く55. 6法改の再取得失権>

再取得失権とは、聞和55年5月以前に受発している旦豆量圭置の者が、

再度被保険者の資格を取得した時に年金が失権することです。(問和55年

6月かつ65歳到達まで)

失権した後、①65歳②昭和55年6月③退職のうち、一番早い年月

が後発年金の受給権発生年月となります。

(昭和55年厚生年金保険法一部改正前の同法 第45条・第46条の6)

855.6 

65歳(在職中)

厚- t
j盟盤により ; 

;後発年金受発 ; 

権失HV
 

「
l
卜
よ
l
l
+

よ得取再

発受

① 

|厚年被保険者期間|

受H
② 

|厚年被保闘期間|

後発年金受発

*標準報酬16万以上(全停)除〈

歳ra 
po 
+am 
又eO
 
5
 
5
 
eo 

発

り

受

1
1
1
4
|
|主
よ

金に
年

…

盟

締

厚年被保険者期間

H 
③ 

|厚年被保闘期間|
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r._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._._.-
く再取得失権の見抜き方フロー>

〈出発点〉 厚年資格記録を確麗し、

受給権発生が昭和55年5月以前

かっ65歳未満か

期間追加により受給権発生が

昭和田年5月以前へ遡及するか

NO 

再
取
得
失
権
で
は
な
い

YES 

受給権発生後、 65歳未満かっ聞和55年6月前に資格取得はあるか

(同月の資格取得・喪失の場合は除()

YES 

く処理の流れ>

① 後発年金 (01 3 1・0231)の新規裁定処理 【再裁定3G新規裁定】

※ 老齢(通算老齢)年金裁定請求書の写しを本部へ回付。

このとき、様式127号の申出受付年月日で受付をすることになります。

↓ 
② 後発年金決定確認後、

・様式 127号(別添1) (期間追加や受発訂正等の再裁定依頼)

・様式127号-2(別添2)(先発年金失権処理及び後発年金への過誤払い

額積み替え・後発年金の保留解除の依頼)

を再裁定3G旧法再裁定担当へ、様式 127号-3、選択申出書、未支給請

求書等の必要な書類を添付のうえ進達してください。

受発後期間追加の現存者のみ、支払Gにて④以降の処理を行います。

↓ 
③②の様式127号にかかる先発年金 (0130.0230)の再裁定処理

【再裁定3G旧法再裁定】

※ 受発前期間追加・受発訂正・失権原簿起こしの場合。

↓ 

④②の様式127号ー2に基づき再裁定処理決定後、先発年金の失権処理

【再裁定3G旧法再裁定】
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⑤②の様式127号-2に基づき後発年金へ過誤払い額積み替え

※ 返納方法申出書不要 【債権調査G】

↓ 
⑥②の様式127号-2に基づき後発年金の保留解除処理 【支払G】

↓ 
⑦ 時効特例給付および遅延加算金の審査処理 【時効特例G】
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く別添1>
様式箪 '27骨 I被保院者配録町正周】

日本年金機構支払部長殿 る'、

〉
一
掛
W

権
一
駄
札

失
高
田

得
一
艶
は

取
一
卸
削

再
¥
く 第

平成

号

年 月 日

事務セン事一長
(公印省略)

年金に係る国民年金・厚生年金保険・船員保険
裁定の再調査及び訂正について

下記の年金受給権者に係る年金裁定について、被保険者記録の変更又は生年月日の変更が生じたため、

裁定の変更が必要と認められますので報告いたします。
ノ|裁定請求書の受付とL

:1J〉| |九年正月前切出わせる | 

引干草野 |ii i|i i i i i|j i l112L1Z目l平成
可能型 |111111111| | S品 | 
I報告事項1 栄限当する項番苦O印で囲んで、報告肉容を配入してください.

日

1受給権発生前の被保険者期間の追加 【制度 厚年・圃隼 ・鉛保・英語寄】

年 月~ 年 月 / 年 月~ 年 月

年 月~ 年 月 / 年 月四 年 月

2 受給権発生前の被保険者期閣の削除 【制度 厚年・園年・船保・共演】

年 月四 年 月 / 年 月四 年 月

年 月四 年 月 / 年 月四 年 月

3受給権発生前の被保険者期閣の町正 【制度 厚年・園年・甜保・共続】

(町E前) 年 月 回目 年 月 目→(町E聾) 年 月 自由 年 月 目

(町正前) 年 月 目~ 年 月 目→(iJ正聾) 年 月 自由 年 月 目

4 受給権発生前の標準報酬月額等の町正

{町正前) 年 月[槙報 賞与 千円]→ (訂E後) 年 月[槙報 賞与 千円]

(町E前) 年 月[標報 賞与 千円]→ (町E聾} 年 月[楓報 賞与 平円]

{町正前) 年 月[標報 賞与 千円]→ (町正聾} 年 月[棟報 賞与 千円]

5国民年金納付肥録の町正

年 月~ 年 月[納付・晶除・未納]→ 年 月~ 年 月[柏村・免除・未軸]

年 月~ 年 月[納骨・免除・未納]→ 年 月四 年 月[柏村・免除・宋納]

年 月四 年 月[納骨・免除・未納]→ 年 月四 年 月[柏村・免除・未納]

6受給権者の生年月日又は性別(種別)の訂正

(訂E後の生年月日) /(訂E前後の性別(種別))

f 受醐鎗棉一一蝉開月問目
(訂E前〕 年月

I添沖サ書類1 ※骸当するE骨をOで囲んで〈たきL、.
ア経過書・申立書・時効1=係る申立書加入期間確認量知書等

日 →(訂E後) 年月

属記事項1調誕醇'固な報告向唇を記入して〈ださい.

ィ.定府求書の写レ

ウ返納申出書

エ戸舗の眉(抄)本住民畢

オその他

.年金証書について

ア回収済 @桂日回収予定

ヱ回収不可(担保霞定者叩ため)

・年金時効特個給付由支払由有踊

ウ回収不可(紛長田ため)

[有・舞]

【チヱッヲ項目】 採量達制に再度チェッタして〈担さい.

-モ由他

竺斗
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日本年金機構支払部長殿

国民年金・厚生年金保険・船員保険

裁定の再調査及ぴ訂正について

<JlIJ添2>

樟式草127-2号【その他用】

第 -3 号
平成年月日

事務センター長
(公印省略)

年金に係る

下記の年金受給権者に係る裁定・支払処理について、再調査及び訂正処理が必要と認められま

すので報告いたします。

受
(7リカ.ナ)

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

生年月日
給 氏 名

権
基・礎年金年金コー番ド号

申出受付(判明)
者 年月 目 平成 年 月 日

配偶者の基礎年金 11 1 1 1 1 番号・年金コ ド

【報告事項】 ※該当する項番をO印で囲んで、報告内容を記入して〈ださい. 【添付書類】 業融当する肥号をOで囲んで〈ださい.

ア戸籍の鵬(抄)本・住民票

1 旧令共済組合員期間の追加・訂正 イ旧令共済組合員期間E明書
(履歴申立書)

2裁定取消依頼 ウ返納申出書

ア単一共済 イ単一共済以外 エ雇用保険被保険者置等

理由 オーその他

3加給年金額対象者の氏名又は生年月日の訂正
【特記事項】 業詳細な曲頼向容在記入してください.

訂正後の氏名 .年金証書について

訂正後の生年月日 明・太・昭・平 年 月 日 (裁定取消の場合記入してください.) 

ア回収済 イー後日回収予定

4 配偶者状態表示の聾備に係る処理依頼(振替加算の事前整備 ウ回収不可(紛失のため)

を含む。) エ回収不可〔担保設定者のため)

5線上げ又は線下げの申し出に聞する処理依頼 -年金時効特例給付の支払の有無 [有]

6雇用保険に係る処理依頼 -その他
アー雇用保険番号の登録
イー訂正後の雇用保険番号
ウその他

7 沖縄特例に係る処理依頼

③その他

各依頼ごとに様式127号-2を

作成する
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2. 国民年金法等の一部を改正する法律等の施行に伴う事務の取扱い

における様式229-1号及びチェツクシートの様式変更(指

示・依頼) 23.4.1給付指 2011-100

【年金給付部給付企画・指導グループ】

平成23年3月28日【給付指 2011-88】において障害年金加算改善法の施行に係る「業

務処理マニュアルJr各種届出様式 等JrQ&AJ等をお知らせしているところです

が、平成23年4月2目に標記の『様式229-1J及び『チックシート』の修正が行

われました。

この修正は標記「様式229-1J等の「経過措置該当者(平成田年4月1目前に

受給権が発生している者)Jに係る「加算開始事由該当日」の記載部分が不明瞭であっ

たことから「該当日(平成田年3月31日)Jを明確にした記載に修正しましたので、

様式及びチェツクシートの使用に際して修正前の様式等を使用しないようご注意くだ

さい。
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<重要> 平成23年4月1日

給付指2011-100

国民年金法等の一部を改正する法律等の施行に伴う事務の取り扱いにおける

様式229ー 1号及びチェツクシートの様式変更(諸規程によらない定め)

本部 ブロッヲ本部 事務セン事ー 年金事務所

宛先
各部

理部管 相給部 車部 厚年 年園 年給 記録 適課用 徴収課 課年園 記録課 相醸室釜 G G G G 

情報提供先

相醸セ

社労士会 E 告ン

J;. @ 4主 。A 企 A 。企 A 企 J;. A 。 J J 

本部関係部

経営企画部、事業企画部、サービス推進部、品質管理部、年金相談部、システム統括部、システム企画部、

システム開発部、システム運用部、業務管理部、障害年金業務部、支払部、業務渉外部

旦血ニ量宣
標記については、平成23年3月28日付【給付指2011-88】国民年金法等の一部を改正する法律等の施

行(諸規定によらない定め)に基づき実施していただいているところです。今般、経過措置該当者にかか

る加算開始事由該当日について不明確であったことから、別添3r様式229ー1号』及び別添6rチェ
ツクシート』のとおり修Eしましたので、差し替えをお願いするものです。

ポイント(肉容)

』盆正益重
o (別添3)r229-1障害給付加算額・加給年金額加算開始事由該当眉」、及び(別添6)r経過措置該

当者にかかるチェツクシート」について文言の修正を行いました。

0 修正箇所は赤線囲み部分を参照してください。

L益基盤茎
O 従来様式については、適宜廃棄してください。

※市区町村等、情報提供を行った機関に対しては、再度修正様式を提供してください。

照会先

l審査担当初。欄・ l I1I富島』 童話翼手通占晶.
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{男耐震"

織品22令 l号聞

個

似受帥融後の刊幽生軒醐晴子醐〉 臥 問問該当

。‘ 生針鯵符関係，復活 '"兇.，突発手当からの沼侠倹え

"受給修舞金後の予の幽金 養子像組 (ib誕i行前"干の隊省該当(弘'"行的}

14.4.i十醐酬の削 {岨 欄

⑬了g慢の氏名

⑫政当理由

。除

人
目

高

Eλ
圃

子

(~'''''''' 
。子供の氏名

子
lB 太:iE3.I(H陶5 平成， 周 ' 

供

産
‘量子融組(師養干a蹴組) 回干の陣宙政当

人目
@政当理由

"児世怯提手当且、らのm駅槙z
".受給櫨費生桂の干の出生 ー書聖子融組(!t量行附) ".干の陣書旗当(正直行附)

14.1:::1 

ほい L、いえ

制E人制-
諸変更

5 4-0 4 
理的

コード コド

2 防3省状ド・E
'tn飽持申立

左足および上記の加算額 m結年金績の対縁者は 生齢を纏得していること.申し以てる.

.付跡周 回

@ 

② 
軸 時 ，

掛川凋 悶

登盤盤盆皐盆

市区.，噌

H 月省事平成

ls4 

@平量証書の革膚年量暑暗
~礎年金書') 年金コード

.. 年脅ョド

4プ ，M.， ) 

受
②氏名 ④ 

給
‘勝 凋司開 大剛 手 H 

縦 @生年!I円
1 ・ 3 • 1} ・ 7

者
γ 

⑥住所

@電置書号 ) 

世配偶者は児童扶聾手当を受給してL、ますか | はL、 ・ b市、え 臼品、の場合は裏面へ}

基礎年金番号

"'"血者のE礎年金書.

(7'"ナ〉

@記偶者の止<，

明 e 大 ・昭 ・平 ー
唖'"偶者の生年月 H

3 5 7 

~ 担庄司昔前年生制度轟から世帥 過唖"は陣書量
ア宅齢退膚昨年金章受けている.

偶
イ 陣書の年金.受けている，

』正抽事仰とする年金聖置けてい宜すか

4守

害総監
ウ ¥'.rhも受けていない.

.ゆでいると'柑."長岡崎F金圃贋の 4色体

色.お'"・F金置・の轟・e金‘ゆ・司寧
B島年健金匁ヨ金ー.ド吟榔

.~-. 且..・・のe..... 
M卵

その支給量受けることになった年月日
平成 句ド 月 H 

"蹟， " 
平成 信事 !I 回

@甑当理山
。l畳結憧誕生植の信網 ・再婚 創生計峰神関係の慢話

"歪結構提生債の婚畑 ー再婚【法施行前] " 生計韓両聞係の慣活(法施行前}

書記繍※ ス

路且変ー更ド 54-04 理由
年i J阿

ーヨ ド

観柄
1 障=ヨ轡伏ド鱒 o 

コド

組働省

基礎年金番号 コー ド 状睡友示

隊事結付加掠額 b日給年金額加算開始事陶該当局



③ ⑨ ⑭

⑦ ⑫
⑩

⑬ ⑱

⑪

�

� 22 27
23 4 1

1.

2.

3.

3
3 3 31

⑥
⑩

18
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【様式229-1号】にかかるチェツクシート(新法障害年金受給権者・旧法固年障害年金受給権者用)

l;加算開始事由該当年月日:平成23年3月31日 限定 1 

新 1

決歳欄

ゲ年ル金ー給プ付畳 事務センター担当者

基礎年金番号・年金ヨード 受給権者氏名 生年月日

M 

T 
s 年 月 日
H お.-客由様曹 年金事務所担当者

基礎年金番号・年金ヨード 加算対象者氏名 生年月日

M 
田

T 

s H 年 月 日 子

どちらかにOをつける 確認欄に仲圃 =::1'1 

事積所 セシ.-

(1) 届書(様式229-1号)記入肉容の確認 E 確認欄 確認欄

太枠内の記入漏れはないか.

氏名のフリガナは記入されているか。

押印はあるか。(受給権者の自署であれば押印不要)

『⑪又は⑩該当日』は平成23年3月31目と記入されているか。 E

(2) 必要添付書類 全て語村が必要. 確毘欄 確毘欄

当事者全員の戸籍は添付されているか.
※発行日は平成23年4月1日以降、かっ提出日から6か月以内か.

当事者全員の住民票(世帯全員、かっ、続柄阻載あり)I立添付されているか.
※発行目は平成23年4月1目以降、かっ提出目から6か月以肉か.

加算対象者の収入を証明する書慣は添付されているか.
※「義務教育終了前の干」が加算対象者である場合I主、港付不要

(3) 戸籍の確認 いずれかに蔵書していること. 確隠欄 確寵欄

子
加算対象者は干であり、平成23年3月31日以前に出生している。 → (3) -Aへ

加算対象者lま干であり、平成23年3月31日以前から引き続曹、受給権者の聾干となっている.→ (3)-Aへ

国 加算対象者lまE偶者であり、平成23年3月31日以前から引き続き、受給権者と法律婚関係にある。

{高 戸籍上、配偶者はいないが、内縁の妻がいるとの申出がある.
者 → 事実婚関係の確認は (5)へ. (4)の確毘も必要.

(3)-A 子の加算と児童扶養手当との調整 確恩欄 確認欄

干の加算と児童扶聾手当との間整について説明を行った。 ，/" 
子
障害年金の干の加算を希望している。 → 干の加算簡求にかかる確認書に阻入があるか。

(4) 平成23年3月31日における加算対象者の年齢確認 いずれかに融当していること. 確認欄 確認欄

加算対象者は子であり、 18歳に達する目以後の最初の3月31固までの聞にある。

子 加算対象者は干であって、 18歳に遣する日以後の最初の3月31日から20歳未満であり、障害状態にあるとの / 申出がある。 →診断書が添付されていることを確認し、認定を行う.

国
加算対象者lまE偶者であり、 65歳未満である。 → (4)-Aへ

f圃加算対象者l孟E偶者であり、 65歳以上、 85歳未満である。 → (4)-Bへ
者
加算対象者l主配偶者であり、 85歳以上である。 → (4)-Aへ
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(4) -A 国偶者の年金受給の有無 確認欄 確認欄

配 配偶者が退職・老齢年金 (2号被保険者期間240月以上(特例による240月みなしを含む))、又は障害年金

{局 を受給している。 → E偶者加給年金は支給停止となる。

者 上配以外の年金壷受給、又は何も受給していない. → E偶者加給年金は支給される.

(4)ーB 国偶者の年金受給の有無 確認欄 確認欄

国偶者が新法の老齢基礎年金の受給権を有している。ただし、退職共済・老齢厚生年金については、 2号棟

配
保険者期間240月未満(特例による240月みなしも非骸当)である。

{昌
→ E偶者加給年金は加算できない。障害年金加算喰善法の経過措置による振替加算の確認を行う.

者
国偶者が受給権を有する、退職共済・老齢厚生年金については、 2号被保険者期間240月以上(特例による
240月みなしを含む)である.

→ E偶者加給年金も、障害年金加算改善法の経過措置による振替加算も加算できない.

(5) 住民票の確認
確認欄 確認欄

平成23年3月31日以前から引続昔、受給権者と加算対象者が下肥のいずれかの状態であることを確毘する.

住民票上同一世帯に属している. →事実婚関係の場合は、 (5)-Cへ

住民東上世帯を異にしているが、住所が住民票上同一である. → (5) -Aへ
→事実婚関係の場合は、 (5)-Aではな<(5) -Dへ

住民票上、住所が異なっている. → (5) 日へ
→事実婚関係の場合は、 (5)一日ではなく (5)ーEへ

(5) -A 下記の書類が添付されている』とを確認 確認欄 確認欄

別世帯となっていることについての理由書

(5)ーB 下記の①又は②の書類全てが添付されている』とを確認 確毘欄 確毘欄

別世帯となっていることについての理由書

① 
同居についての申立書

第=者の匝明書又は【~IJ衰 4】に掲げる書類

※添付書類から「現に起居を共にし、かっ、消費生活上の家計を一つにしているJ.!::Dlめられる.

別居している』とについての理白書

経済的援助及び定期的な音信、動問等についての申立書

第=者の匝明書又は【眉IJ衰4】に掲げる書類

② 
※添付書類から「止むを得ない事情により住所が住民頭上異なっているが、次の(ア) (イ)のよう
な事実が毘められ、止むを得ない事情が消滅したときは、起居を共にし、消費生活上の家計を一つに
する』と認められる。
(ア)生活費、療養費等の経済的な援助が行われていること
(イ)定期的に音信、訪問が行われていること

別表4

事項 提出書類

①健康保険等の被扶養者になっている場合 健康保険被保険者誼等の写

②給与計算上、扶養手当等の対象になっている場合 給与簿又は賃金台帳等の写

③税法上の扶養親族になっている場合 源泉徴収票又は課税台帳等の写

④定期的に送金がある場合 預金通帳、振込明細書又は現金書留封筒等の写

⑤その他①四④に準ずる場合 その事実を証する書類
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(5)ーc 下記の書類が添付されている』とを確認 確認欄 確認欄

婚姻の意思についての当事者それぞれの申立書

(5)ー D 下記の書類全てが添付されている」とを確認 確毘欄 確毘欄

婚姻の意思についての当事者それぞれの申立書

別世帯となっていることについての理白書

第=者の証明書又は【別表6]に掲げる書類

(5)ーE 下記の①又は②の書類全てが添付されている』とを確認 確認欄 確認欄

婚姻の意思についての当事者それぞれの申立書

同居についての申立書

① 
別世帯となっていることについての理由書

第=者の誼明書

[Slj表6】に掲げる書類

※添付書類から『現に起居を共にし、かっ、消費生活上の家計を一つにしている』と認められる.

婚姻の意思についての当事者それぞれの申立書

別居していることについての理由書

経済的援助及び定期的な音信、訪問等についての申立書

第=者の誼明書

② 
[Slj表6]に掲げる書額

来添付書類から「止むを得ない事情により住所が住民票上異なっているが、次の (7) (イ)のよう
な事実が認められ、止むを得ない事情が消滅したときは、起居を共にし、消費生活上の家計を一つに
する」と毘められる。
(7)生活費、療養費等の経済的な援助が行われていること
(イ)定期的に音信、動聞が行われていること

別表6

事項 提出書類

①健康保障の被扶養者になっている場合 健康保険被保険者置の写

②給与計算上、扶養手当の対象になっている場合 給与簿又は賃金台帳等の写

③同一人の死亡について、他制度から遺族給付が行われている場合 他制度の遺族年金匝書等の写

④挙式、披露宴等が最近(1年以内)に特われている場合
結婚式場等の証明書又は挙式、披露宴等の実施を証する
書類

⑤葬儀の喪主になっている場合 葬儀を主催したことを誼する書題(会葬御礼の写等)

その他肉縁関係の事実を証する書類(連名の郵便物、公共
⑥その他①~⑤のいずれにも該当しない場合 料金の領収匝、生命保険の保険匝、未納分の税の領収匝又

は賃貸借契約書の写等)

話器⑥については右欄に掲げる書類はあ〈までも例示であり、複数の資料の提出を求めたうえで、事実婚関係の有無を総合的
に判断すること.
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(6) 加算対象者の収入を証明する書類の確認 下院①、②白いずれかに該当していること 確認欄 確認欄

lIilI泉徴収束、障税証明書、確定申告書等収入額及び所得額を確思する』とができる書類のいずれかが
添付されているか.

lIilI泉徴収束の場合は、他に収入がないことの申立書が添付されているか.

① 平成22年分の収入に基づく証づ明であるか.平成22年分の収入が確定していない場合
→平成21年分の収入に基 〈証明であるか.

収入が年額850万円未満、又は所得が年頓655.5万円未満であるか.
→ 収入が年額850万円以よかっ所得が年額655.5万円以上の場合l立、 (6)-Aへ

② 【別表31に掲げる書類のいずれか

別表3

加算対象者 加算対象者の状況 提草書類

①健康保険等の被扶養者 健康保険被保険者匝等

②国民年金の第3号被保険者
第3号被保険者認定通知書又は年金手帳
(第3号被保険者である旨のE聴があるものに限る。)

配偶者 ③喰前年金白書目給年金額対象者某l辛抱目算額対象者 年金臨書暴tf.議定遅知書

④国民年金保険料免除者 国民年金保険料免除骸当通知書又は、
(学生納付特例者、若年者納付猶予者) 園民年金保険料免除申請承認通知書等

⑤生活保護受給者 保護開始決定通知書

①麓務教育終了前 不要

②健康保険等の被扶養者 健康保険被保険者匝等
子
③画等学校等在学中 在学毘明書又は学生E

串晶曲年金白書目桔年金額封串書耳障品目算額揖畠書 年金量書轟話揖星通知書

業配偶者の場合は③、子の場合は④の適用を除〈

(6)-A 収入又は所得が基準額を上回る場合の確認 下記①、②のいずれかに該当している』と 確認欄 確認欄

① 
一時的な所得を除〈と、収入が年額850万円未満、又は所得が年額655.5万円である。

当該事情豊証する書類は添付されているか.

定年退職等の事情により平成23年3月31日においては、収入が年額850万円未満、又は所得が年額655.5

② 
万円未満となると毘められる.

当該事情を寵する書額は添付されているか.

(7) 受給権者の年金受給の確認 確毘欄 確限欄

障害年金の加算と同時に、受給する年金の変更を希望している。
→ 年金受給遺択申出書が添付されているか.

選択関係等により停止されていた障害年金を再度受給する場合で、前回の現況診断から有期固定年散を超え/ ている。 →診断書が添付されていることを確認し、認定を行う.

(自) 様式229-1号の機構記入欄への記入 確毘欄 確毘欄

理由コードの欄には、 「⑫骸当理由」から転記するが、骸当理由は正しいか. / 
改定年月日の欄には、盛主平成23年3月31固と記入する. / 
配 国偶者基礎年金番号欄には、 E偶者の基礎年金番号を記入する。 / {昌 なお、配偶者が基礎年金番号を有しない場合は、基礎年金番号を付番の上、記入する。
者
配偶者年金コード欄には、平成2年3金年3が月全31日時点で配偶者が受給している年金の年金コードを配入する。 / なお、 E偶者が受給権を有する 額支給停止中である場合は、当該年金コードを記入する。

配偶者状態衰軍欄には、平成23年3月31日時点における配偶者の年金支給状況に応じたコードを記入する. / 
理由コードの欄には、 「⑪骸当理由」から転記するが、骸当理由は正しいか. /'" 
子 改定年月日の欄には、盛主平成23年3月31固と記入する. /'" 
障害状態コードの欄には、限定結果に応じて、診断書コード1-9のいずれか豊田入する. /'" 
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旧法

【様式229-1号】にかかるチェツクシート(旧法厚年・船保障害年金受給権者用)

1加算開始事由該当年月日平成23年3月31日 限定 E

l日1

決裁欄

|グ年ル金ー給プ付-li 事務センター担当者

基礎年金番号・年金コード 受給権者氏名 生年月日

M 
T 

s 年 月 日
H 

相お瞳客宣様畳 年金事務所担当者
基礎年金番号・年金コード 加算対象者氏名 生年月日

M 配
T 

年 月 日 手s 
H 

どちらかにOをつける 確11摘には昆でO安阻λ
事宿所 センタ

( 1 ) 眉書(様式229-1号)記入肉容の確認 E 確毘欄 確毘欄

太枠内の肥入漏れはないか.

氏名のヨリガナは記入されているか.

押印はあるか.受給権者の自暑であれば押印不要)

「⑪又は⑩骸当日JIま平成23年3月31日と記入されているか.1

(2) 必要添付書類 全て添付が必要 確認欄 確認欄

当事者全員の戸籍は添付されているか.
業発行目は平成23年4月1目以降、かっ提出目から6か月以内か。

当事者全員の住民票(世帯全員、かっ、鏡柄記蔵あり)は添付されているか.
業発行日は平成23年4月1日以降、かっ提出日から6か月以肉か.

(3) 戸籍の確認 いずれかに醸当していること. 確毘欄 確毘欄

子
加算対象者は子であり、平成23年3月31日以前に出生している. → (3)-Aへ

加算対象者は子であり、平成23年3月31日以前から引き続き、受給権者の養子となっている。→ (3)-Aへ

lIe 加算対象者は配偶者であり、平成23年3月31日以前から引き続昔、受給権者と法律婚関係にある.
{昌 戸籍上、 E偶者はいないが、肉縁の棄がいるとの申出がある。
者 → 事実婚関係の確毘は (5)へ. (4)の確毘も必要.

(3) -A 子の加算と児童扶養手当との調董 確毘欄 確毘欄

干の加算と児童扶養手当との聞整について説明を行った. /" 
障害年金の子の加算を希望している. → 子の加算請求にかかる確毘書に肥入があるか.

(4) 平成23年3月31日における加算対象者の年齢確認 いずれかに融当していること. 確認欄 確認欄

加算対象者は子であり、 18歳に連する目以後の最初の3月31固までの聞にある。

子 加算対象者l立子であって、障害状態にあるとの申出がある. v →診断書が添付されていることを確認し、認定を行う.

田 加算対象者は配偶者である. → (4)-Aへ

(4) -A 毘偶者の年金受給の有無 確認欄 確認欄

l!ie E偶者が退聴・老齢年金 (2号被保険者期間240月以上(特例による240月みなしを含む))、又は障害年金
{昌 を受給している。 → E偶者加給年金は支給停止となる.

者 上胞以外の年金壷受給、又Iま何も受給していない. - Il偶者加給年金は支給される.
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(5) 住民票の確認 確麗欄 確認欄

平成23年3月31日以前から引続昔、受給権者と加算対象者が下配のいずれかの状態であることを確臨する。

住民票上同一世帯に属している。 →事実婚関係の場合は、 (5)-Cへ

住民票上世帯を異にしているが、住所が住民票上同一である。 → (5)-Aへ
→事実婚聞係の場合は、 (5)-Aではな<(5) -Dへ

住民票上、住所が異なっている。 → (5)-9へ
→事実婚関係の場合は、 (5)一日ではな<(5)ー Eへ

(5) -A 下記の書類が添付されている』とを確翼 確認欄 確認欄

別世帯となっている』とについての理白書

(5) -9 下記の①又は②の書類全てが添付されている」とを確認 確認欄 確認欄

別世帯となっている』とについての理白書

① 
同居についての申立書

第ニ者の匝明書又lま [~IJ衰 4] に掲げる書類

来添付書類から「現に起居を共にし、かっ、消費生活上の家計を一つにしている」と毘められる。

別居していることについての理由書

経済的援助及び定期的な音信、動問等についての申立書

第ニ者の匝明書又は【別表4]に掲げる書類
② 
※添付書類から「止むを得ない事情により住所が住民票上異なっているが、次の (7) (イ)のよう
な事実が認められ、止むを得ない事情が消滅したときは、起居を共にし、消費生活上の家計を一つに
する」と恩められる。
(7)生活費、療養費等の経済的な援助が行われていること
{イ)定期的に音信、訪問が行われていること

別表4

事項 提出書類

①健康保険等の被扶養者になっている場合 健康保険被保険者甚等の写

②給与計算上、扶養手当等の対象になっている場合 給与簿又Iま賃金台帳等の写

③税法上の扶養親族になっている場合 源泉徴収栗又は課税台帳等の写

④定期的に送金がある場合 預金通帳、撮込明細書又は現金書留封筒等の写

⑤その他①~④に準ずる場合 その事実在証する書類

(5)ーc 下記の書類が添付されている』とを確認 確認欄 確認欄

婚姻の意思についての当事者それぞれの申立書

(5)ー D 下記の書類全てが添付されている」とを確認 確認欄 確認欄

婚掘の意思についての当事者それぞれの申立書

別世帯となっている』とについての理白書

第=者の証明書又は【別表6]に掲げる書類
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子

( =r(J)~ ] 

【様式229-1号】にかかるチェックシート(新法障害轟礎年金受給権者、旧法園年陣曹年金受給権者用)

E加算開始事由該当年月日平成23年3月31日 限定 E

決裁欄

基礎年金番号・年金コード 受給権者氏名 生年月日

M 

T 
s 年 月 日
H 

基礎年金番号・年金コード 加算対象者氏名 生年月日

~ 
M 

T 
s 年 月 日
H 

ヨ喪主l事者センター担当者

l 
市区町村

確認欄に ， 1 
市区町村 脅センタ

(1) 眉書(様式229-1号)記入肉容の確認1 確認欄 確認欄

太枠内の肥入漏れはないか.

氏名のフリガナは配入されているか.

押印はあるか受給権者の自署であれば押印不要)

「⑮該当日」は平成23年3月31日と配入されているか01

(2) 必要添付書額 全て種村が必要. 確毘欄 確箆欄

当事者全員の戸籍は添付されているか.
話再発行日は平成23年4月1日以降、かつ提出日から6か月以肉か。

当事者全員の住民票{世帯全員、かつ、続柄記載あり)は添付されているか.
※発行日は平成23年4月1日以降、かっ橿出目から6か月以内か。

加算対象者の収入を証明する書が類加は算添付されているか.
話器「義務教育終了前の干」 対象者である場合は、添付不要

(3) F舗の確認 いずれかに融当していること. 確認欄 確昆欄

加算対象者は干であり、平成23年3月31日以前に出生している。 → (3)-Aへ

加算対象者は干であり、平成23年3月31日以前から引き続昔、受給権者の聾干となっている.→ (3)-Aへ

(3)-A 子の加算と児童扶養手当との調整 確認欄 確認欄

干の加算と児童扶養手当との闘整について説明を行った. / 
障害年金の干の加算を希望している。 → 干の加算請求にかかる確認書に配入があるか。

(4) 平成23年3月31日における加算対象者の年齢確認 いずれかに融当していること. 確認欄 確認欄

加算対象者は干であり、 18歳に遣する日以後の最初の3月31固までの間にある.

加算対象者は子であって、 18歳に遣する目以後の最初の3月31日から20歳未満であり、障害状態にあるとの / 申出がある。 →診断書が添付されていることを確認し、認定を行う.
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手 2

(5) 住民票の確認
確認欄 確認欄

平成23年3月31日以前から引続き、受給権者と加算対象者が下肥のいずれかの状態であることを確認する.

住民票上同一世帯に属している.

住民票上世帯を異にしているが、住所が住民票上同一である. → (5)-Aへ

住民票上、住所が異なっている. → (5)一日へ

(5) -A 下記の書額が添付されている』とを確認 確毘欄 確昆欄

別世帯となっていることについての理由書

(5)ーB 下記の①又は②の書類全てが添付されていることを確認 確認欄 確認欄

別世帯となっていることについての理白書

① 
同居についての申立書

第=者の証明書又は【別表4]に掲げる書類

※添付書類から「現に起居を共にし、かっ、消費生活上の家計を一つにしている」と認められる。

別居していることについての理由書

経済的援助及び定期的な音個、肪問等についての申立書

第=者の証明書又は【別表4]に掲げる書類

② 
※添付書類から「止むを得ない事情により住所が住民票上異なっているが、次の(ア) (イ)のような
事実が認められ、止むを得ない事情が消滅したときは、起居を共にし、消費生活上の家計を一つにす
る」と毘められる.
(7)生活費、療音信養費等の経済的な援助が行われていること
(イ)定期的に 、訪聞が行われていること

別表4

事項 提出書類

①健康保険等の被扶養者になっている場合 健康保険被保険者匝等の写

②給与計算上、扶養手当等の対象になっている場合 給与簿又は賃金台帳等の写

③税法上の扶養親族になっている場合 源泉徴収裏又は課税台帳等の写

④定期的に送金がある場合 預金通帳、振込明細書又は現金書留封筒等の写

⑤その他①~④に準ずる場合 その事実査証する書類
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手 3

(6) 加算対象者の収入を恒明する書類の確認 下記①、②のいずれかに該当していること 確認欄 確認欄

源泉徴収票、課税匝明書、確定申告書等収入額及び所得顕在確認する』とができる書類のいずれかが添
付されているか.

源泉徴収票の場合は、他に収入がないζ との申立書が添付されているか.

① 平成22年分の収入に基づく柾明であるか。平成22年分の収入が確定していない場合
→平成21年分の収入に基づく匝明であるか.

収入が年額850万円未満、又は所得が年額655.5万円未満であるか。
→ 収入が年額850万円以上かっ所得が年額655.5万円以上の場合は、 (6)-Aへ

② 【別表3】に掲げる書煩のいずれか

別表3

加算対象者 加算対象者の状況 提草書類

①健康保陰等の被扶養者 健康保険被保険者証等

②国民年金の第3号被保険者
第3号被保険者認定通知書又は年金手帳
(第3号被保険者である旨の記載があるものに限る。)

毘偶者 雪晶朗建F金時掴輯寺金薗封a.昔~ま掴曹薗封書証書 守金量冒亙U措定通知盲

④国民年金保険料免除者 国民年金保険料免除該当温知書又l主、
(学生納付特例者、若年者納付猶予者) 国民年金保険料免除申請承認通知書等

⑤生活保随受給者 保障開始決定通知書

①義務教育終了前 不要

子
②健康保険等の被扶養者 健康保険被保険者証等

③高等学校等在学中 在学証明書又は学生証

④会的年金@掴給年金額揖象者果l孟掴算額対象者 守金甚曹及ぴ裁定通知盲

業E偶者の場合l孟③、干の場合は④の適用を除〈

(6)-A 収入又は所得が基準額を上回る場合の確認 下院①、②由いずれかに融当していること 確認欄 確盟欄

① 
一時的な所得を除〈と、収入が年額850:万円未満、又I立所得が年額655.5万円である.

当該事情をEする書類は添付されているか。

定年退職等の事情により平成23年3月31日においては、収入が年額850万円未満、又は所得が年額655.5

② 
万円未満となると毘められる.

当該事情を註する書類は添付されているか.

(7) 受給権者の年金受給の確認 確認欄 確認欄

障害年金の加算と同時に、受給する年金の変更を希望している.
→ 年金受給選択申出書が添付されているか。

選択聞係等により停止されていた障害年金を再度受給する場合で、前回の現混診断から有期固定年散を超え/ ている. → 診断書が添付されていることを確認し、認定を行う.

(8) 様式229-1号の機構記入欄への記入 確毘欄 確昆欄

理由コードの欄には、 『⑪該当理由」から転Eするが、該当理由は正しいか. ，/" 
改定年月日の欄には、必.l:平成23年3月31日とE入する. /" 
障害状態コードの欄には、盟定結果に応じて、診断書コード1-9のいずれかを記入する。 /" 
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2. 疑義照会 (2010-220脱退手当金の受給要件の判定で、

60歳到達以後の被保険者期間の取扱いについて)の

回答の差し替え(指示・依頼) 23.4.14給付指2011-111

【年金給付部給付指導グループ】

平成22年2月12日付疑義照会 (2010-220脱退手当金の受給要件の判定で、 60歳到
達以後の被保険者期聞の取扱いについて)に闘し、厚生労働省年金局から「厚生年金保

険の脱退手当金の受給資格要件に係る取扱いについてJ(平成23年3月29日年管管

発第0329第1号)の通知が発出されたことを踏まえ、平成21年12月3日前に支

給・不支給決定されたものについても、脱退手当金不支給処分の取消及び脱退手当金の

支給決定又は脱退手当金の追加支給の事務処理を進めることとされたため、回答の差し

替えをお知らせするものです。
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平成23年4月14日

給付指 2011-111

疑義照会 (2010-220脱退手当金の受給要件の判定で、 60歳到達以後の

被保険者期聞の取扱いについて)の回答の差し替え(指示・依頼)

本部 フロッヲ本部 事務セン脅ー 年金事務所

宛先 書係部聞 管理部 相給部 適徴部 厚年 年固 年給 記録 適課用 徴収謀 書相童醸釜 G G G G 

。 。 。
情報提供先

相韻セ

社労士会 護霊告訓

J 

本部関係部

リスク・コンブライアンス部、事業企画部、記録問題対策部、年金相談部

旦血ニ皇量
疑義照会(2010-220脱退手当金の受給要件の判定で、60歳到達以後の被保険者期間の取扱いについて)

に闘し、厚生労働省年金局から『厚生年金保険の脱退手当金の受給資格要件に係る取扱いについてJ(平成2

3年3月29日年管管発第0329第1号)の通知が発出されたことを踏まえ、平成21年12月3目前に支

給・不支給決定されたものについても、脱退手当金不支給処分の取消及び脱退手当金の支給決定又は脱退手当

金の追加支給の事務処理を進めることとされたため、回答の差し替えをお知らせするものです。

ポイント(肉容)

O 疑義照会 (2010-220脱退手当金の受給要件の判定で、 60歳到達以後の被保険者期間の取扱いについ

て)に闘し、平成22年 11月12日に回答を行いましたが、平成23年3月29日年管管発第032

9第1号「厚生年金保険の脱退手当金の受給資格要件に係る取扱いについてJ(厚生労働省年金局事業

管理課長通知)が発出された己とを踏まえ、平成23年4月13日に回答の差し替えを行いました。

照会先
本部年金給付部給付指導G
担当高梨

E
E
E
4
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・
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欄
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ι
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(様式第1) 疑義照会(回答)票

|業務実施部署の長の確認| 古賀

(案件)

(受付番号) 脱退手当金の受給要件の判定で、 60歳到達以後

N0.2010-220 の被保険者期聞の取扱いについて

※ 受付番号は、品質管理担当部署において記入します。

(内容)

この件については、平成21年11月30日付けで社会保険庁年金保険課から各

地方社会保険事務局へ下記の内容で対象事案1として、確認依頼がされたとこ

ろであるが、その後、具体的な指示が出されていない。

「脱退手当金の受給資格要件の判定に当たっては、厚生労働省の見解に基づ

き、 60歳到達時点における被保険者期間により行うこととし、 60歳到達以後の

被保険者期聞は受給資格要件判定の際の被保険者期間には含まない旨の取扱い

としているところ。今般、上記の取扱いについて再度検討したところ、脱退手

当金の受給資格要件の判定に当たっては、 60歳到達以後の被保険者期間も含む

べきではないかとの疑義が生じているもの。」

当センターでは、該当案件があるため、支給できるか、支給できないか早急

にご教示をお願いしたい。

(回答)

60歳以降の被保険者期間を有する者の脱退手当金の取扱いについては、平成19年

1 0月17目付疑義照会(回答)票「旧厚生年金保険法第69条に定める脱退手当金の

受給権者の要件についてJ(コード番号 :071017-091)及び平成21年6月

2日付疑義照会(回答)票『脱退手当金の支給対象期間についてJ(コード番号 :09

602-197)の回答において、脱退手当金の支給要件に闘し、 r60歳到達時点で

5年以上の被保険者期聞を有していることが要件とされており、 60歳到達以降に被保

険者期聞が追加されたことにより受給資格要件を満たすものではない」とされていた。

一方、この取扱いに闘し、平成21年11月30日付の旧社会保険庁年金保険課に
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よる「脱退手当金の受給資格要件についての照会」に闘し、厚生労働省年金局年金課よ

り、平成21年12月3目に「脱退手当金の支給要件について、 60歳到達以降の被保

険者期間を含めて受給資格要件の認定を行うよう取扱いを変更されたい」との回答があ

った。

本件の事務処理に関し、平成22年3月30日付の疑義照会に対する厚生労働省年

金局事業管理課の平成22年11月12日付回答により、 60歳以降の被保険者期聞を

有する者への脱退手当金の事務処理に当たっては、厚生労働省年金局年金課から回答の

あった平成21年 12月3日以降に60歳到達以後の被保険者期聞を含めれば脱退手

当金の支給要件を満たしていたにも関わらず、 60歳到達時の被保険者期聞のみで受給

要件の判定を行ったため、支給できないと取り扱ったもの、及び60歳到達以後の被保

険者期聞があるにも関わらず、その期聞を脱退手当金の算定期間に含めず、 60歳到達

時の被保険者期聞のみで支給決定したもの、又は処理をまだ行っていないもの(以下、

「平成21年12月3日以降のもの』とする。)のみだけではなく、平成21年12月

3日前に支給・不支給決定したものについても適用することとされ、まず、主盛三ユ主

12月3日以降のものについて事務処理を進め、平成21年12月3日前に支給・不支

給決定したものについても、脱退手当金の不支給処分の取消及び脱退手当金の支給決定

文は脱退手当金の追加支給の事務処理を進めることとされた。

したがって、本件については上記取扱い基づき、平成21年12月3目前に支給・

不支給決定したものについても、事務処理を進めることとされたい。

なお、不支給処分の取消しについては』、 r60歳以降の被保険者期聞を有する者の脱

退手当金の取扱い(指示・依頼)J(平成22年12月27日給付指2010-239)

に従って、平成21年12月3日以降のものと同様に事務処理を進めることとされた

い。

平成23年 4月 13日

年金給付部給付指導グループ

主管担当部署の長の確認

(軽微なものについてはグループ長)
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参考

疑義照会(回答)票(厚生労働省)

(案件)

(受付番号)

No. 0000-000 

(肉容)

メー

|主管担当部署の長の確認|海老原|

60歳以降の被保険者期聞を有する者の脱退手

当金の取扱いについて

60歳以降の被保険者期聞を有する者の脱退手当金の取扱いについては、平成 19年

1 0月17日付疑義照会(回答)票『旧厚生年金保険法第69条に定める脱退手当金の

受給権者の要件についてJ(コード番号 :071017-091)及び平成21年6月

2日付疑義照会(回答)票「脱退手当金の支給対象期間についてJ(コード番号・ 09

602ー 197)の回答において、脱退手当金の支給要件に闘し、 r60歳到達時点で

5年以よの被保険者期聞を有していることが要件とされており、 60歳到達以降に被保

険者期聞が追加されたことにより受給資格要件を満たすものではない」とされておりま

した。

一方、己の取扱いに闘し、平成21年11月30日付の旧社会保険庁年金保険課に

よる『脱退手当金の受給資格要件についての照会』に闘し、厚生労働省年金局年金課よ

り、平成21年12月3日に「脱退手当金の支給要件について、 60歳到達以降の被保

険者期聞を含めて受給資格要件の認定を行うよう取扱いを変更されたい』との回答があ

りました。

以上を踏まえ、 60歳以降の被保険者期聞を有する者への脱退手当金の支給に当た

っては、 60歳到達以降の被保険者期聞を含めて受給資格要件の認定を行うこととなり

ますが、この取扱いについて、厚生労働省年金局年金課から回答のあった平成21年1

2月3日以降に支給・不支給決定をしたもの又は処理をまだ行っていないもの(以下、

『平成21年12月3目以降のもの」とする。)のみについて適用すべきか、又は従前

に支給決定したものについても適用すべきかご教示願います。

また、従前に支給決定したものについて適用する場合に、その事務取扱いについて

ご教示顧います。なお、従前に支給決定したものの事務取扱いについて直ちに回答を頂

くことができない場合、まず、平成21年12月3日以降のものについて事務処理を進

めてよろしいかご教示顕います。
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【参考資料】

・平成19年 10月17日付疑義照会(回答)票「旧厚生年金保険法第69条に定め

る脱退手当金の受給権者の要件についてJ(コード番号 071017-091) 

・平成21年6月2日付疑義照会(回答)票「脱退手当金の支給対象期間について』

(コード番号目 090602ー197) 

・平成21年11月30日付「脱退手当金の受給資格要件についての照会』
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(回答)

脱退手当金の支給要件については、平成21年12月3日付年金局年金課の

回答により、 60歳到達以降の被保険者期聞を含めて受給資格要件の認定を行

うよう示したところであるが、この取扱いについては、平成21年12月3日

以前に支給決定されたものについても適用するものとする。

ついては、従前に60歳到達以後の被保険者期聞を含めれば脱退手当金の受

給要件を満たしていたにも関わらず、 60歳到達時の被保険者期間のみで受給

要件の判定を行ったため、支給できないものとして取り扱ったもの、及び60

歳到達以後の被保険者期聞があるにも関わらず、その期聞を脱退手当金の算定

期間に含めず、 60歳到達時の被保険者期聞のみで支給決定したものに係る事

務取扱いについては、追って指示するものとする。

なお、平成21年12月3日以降の事案については貴見のとおり取り扱って

いただきたい。

E査E
回答部署名

平成22年 11月 12日
厚生労働省年金局

事業管理課年金給付係

(係員)高山貴子

|事業管理課長補佐の確認 | 中村
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ゆ

図本年金健機事寒管理錫門担当理司区 属医

年管管Jt0329.1号

平成 23年 3.1'129日

厚生年金保険の般退手当傘の受総資絡要件に係る取偉いについて

厚生年金保険の脱退手当金の受総資絡については従業60・E到達時点lこ"い
て5年以ょの被保険省期聞を有するか否かで判定してきているところであるが

今後l左側慮到逮以後の期間も含めて5年以上の被保険者期間を有するか否かに

より受鎗資格を判定するとともに 60.到達時点の前後を通じた後俣厳密期間
全体を脱退手当金の算定義礎とすることとしたので温海の怠いよう取り彼昨3れ

たL、.
怠お、本通知閣発出に伴い従前fニ@曲集到達以後の徹保餓者期聞を含めれ

ば脱退手当金の受給要件を調たしていたにも関わらず、ωa到;f川の....駿者
期間のみで受給要件の判定を行ったため、支給でき伝いものとして取り後った

もの.及び③ω怠到達以後の被保践者期聞があるにも関わらずその期聞を脱
退手当金の期聞に含めず切餓到達時の彼保験者期聞のみで支総決定したもの

について 当齢者の!I!&に纏カ努められたい.

また‘当防省杷纏後、町こ骸当する省については脱退手当金不支給処分の

a附及び脱退手当金の支総決定、白地当する者については脱退手当金の追
加支給について遺濁の~いよう取り齢らわれたい.
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3. 障害年金業務に関する大切なお知らせ(その2)

ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定における

留意事項の追加(指示・依頼)

平成23年2月2日 【給付指 2011-24】

【年金給付部給付企画グループ】

『ヒト免疲不全ウイルス感染症』の障害認定に係る『診断書の様式変更』につ

いては、 22年3月号 (r障害年金業務に関する大切なお知らせJP46-47) 

でお知らせしたところですが、平成23年4月1目から変更後の診断書を使用す

ることとなりましたので、『診断書の様式変更』と『ヒト免疲不全ウイルス感染

症にかかる障害認定における留意事項の追加』について、改めてお知らせします。

併せて、障害年金に係る年金相談窓口等におけるプライパシ一保護に関しでも

特段の配慮を引き続きお願いします。
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平成23年2月2日

【給付指2011-24】

ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定における留意事項の追加
(指示・依頼)

本部 ブロッヲ本部 事務セン事一 年金事務所

宛先
書
係部聞 器部 適徴郁 厚年 年園 給年 記録 適量徴収謀 課国年 書全 G G G G 

。 。 。 。
情報提供先

富
基金事ン

レ レ

部
一
務
一
業
一

部

金

一

係

年

一

関

害

一

部

障

一

本

一

旦且ニ皇量
平成23年1月31日付厚生労働省年金局事業管理課長通知「ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障

害露定における留意事項の追加について」が発出されましたので、その内容についてお知らせするとと

もに、関連する事務運用についてもお知らせします。

ポイント(肉容〕

く通知について〉

Oヒト免疲不全ウイルス感染症に係る堕萱皇室左迭の変更ならびに笠置董重量が変更となりますa

O通知の適用開始は平成23年4月1日からです。

0地方厚生(支)局から市区町村へ情報提供されていますa

(その他詳細については別添A • lllJ添Bを参照してください。)

く運用等について>

O障害認定方法に関する事務運用上の適用開始日

o新規請求・額改定(額改定請求・停止消滅届など)→平成23年4月1日受付日から
o障害状態確認眉→平成23年4月生月者から
0年金事務所は、平成23年豆旦1B企主新様式診断書等の窓口配布対応をお願いします。また、街

角の年金相談セン事ー・市区町村でも同様の対応ができるよう準備をお願いします。

(その他詳細については別添1-6を参照してください。)

瞳昨l 審査担当fz，~欄・ l 
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VY 

日本年金機構事業管理部門担当理事殿

別添A

年管管発 0131第 1芳

平成 23年 l月 31日

ヒト免疫不全ウイノレス感染症に係る陣容認定

における留意事項の追加について

ヒ卜免疫不全ウイルス感染症とその続発症による疾病及び陣容については、

「ヒト免疫不全ウイルス感染旋に係る障害認定についてJ-(平成 10年 2月 4日付け

庁保険発第 1号通知.以下「当初通知Jという。)により偲定を行っているところ

ですがや近年の医学的知見を反映して当初通知の明確化を図るため、『障害年金の

認定(ヒ卜免疫不全ウイルス感染症)に闘する専門家会合Jを開催 し、審議を

行ってきました。

今般、開会合の「意見書」が別添のとおり取りまとめられたことから、ヒト免疫

不全ウイノレス感染症に係る陣害認定については、当初通知のほか、下記の取扱いに

より平成 23年 4月 1日から実施すること としましたので、造調のないよう取り

扱い願います。

記

1 障害認定について

障害認定については、当初通知により、続発症の有無、その程度、検査所見、

治療及び症状の経過を十分考慮し、労働及び日常生活上の障害を総合的に判断

するほか、別紙 lの障害の程度の目安により障害の程度を判断し、それらのうち

上位等級の方で認定されたし、。

2 診断書の様式及ひ・記載要領について

上記 1の総合的に判断する場合や別紙 1の障害の程度の目安により判断する

場合に必要なヒト免疫不全ウイルス感染症特有の障害の状態(検査成績、身体

症状等、副作用の状況、エイズ発症の既往歴などの項自)を、 ~rJ紙 2 の「診断書

(血液・造血器、その他の障害)様式 120号の 7Jの裏面に記載させるために

「⑬免疫機能障害」の欄を設けたこと。
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併せて、診断書を作成する医師が適切に記載できるよう、別紙3の『記載要領J

を作成したので、ヒト免疫不全ウイノレユ感染症による障害給付の鯖求時に診断書

を配付する際には、新様式の診断書に記載要領を添付した上で、 これらの書類を

申請者から医療機関へ提出するように指導すること。

3 その他

(1) 別紙2の 「⑪免疫機能障害」欄の r6 肝炎の状況J欄に記載された内容に

より肝疾患による障害の認定が可能である場合は、肝疾患について、改めて

診断書(腎疾患 ・肝疾患、糠尿病の障害)様式120号の6ー (2)の提出を要し
ないものであること。

(2) 別紙2の「⑬その他の障害J欄に、エイズ指標疾患となっている悪性腫蕩

(カポジ肉腫、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ腫、 浸潤性子宮頚癌)

のほか、 E工門癌、肺癌、 ホジキンりンパ服の記載がある場合には、記載内容

を考慮し、原疾患との総合認定または併合認定により認定すること。
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障害の種皮 陣祖撃の程度の目安

女住1111/dl未繍

OOO:Jピノm'以上

1 級 自以よめる

{然凶V療迭を実勉している鳩合〉

伝当M全般民腫 尖圭コンジローム簿

2 級

〈銑HIV'民法2堅実線している縫合》

伝娩性.鹿島.尖盆コンジローム~

000コピー/m'以よ

3 級
に7日以土"る

(桃川V練法を実纏している禍合}

尖圭コンジローム等
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月1];掛紙3
I記根要領(医療機関配布用)1 

ヒト免疫不全ウイルス感染症の障害認定に

係る診断書の様式が一部変更となりました

医事空機関においては、ヒト免疫不全ウギノレス感染者から障害年金の裁定等に必要な診断書の作

成の依頼を受けた場合には、次の点に留意され、診断書の記載漏れ等のなきょうご協力をお願い

します。

女氏名、生年月目、性別、住所、①~⑫欄、⑪、⑮、⑫欄は必ず記載してください。

く留意事項〉

診断書表面

[②傷病の発生年月日1
①欄の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病と関連のある傷病

のうち、最も古い傷病の発生年月日を記載してください。

[Ciゅのため初めて医師の診断を受けた日】

G片岡についても、①欄の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病
と関連のある{鈎青のうち、最も古い傷病の初診年月日を記載してください。

[~既存障害1

[⑤既往症l
ヒト免疫不全ウイノレス感染者の身体の状態を判断「するため、ヒト免疫不全ウイルス感染症以外

の既存障害(血友病性関節機能障害、肢体障害など)ヰ慨往症(例えば、血友病、 i到生肝炎など)
が存在する場合は、必す匂「既存障害J棚又は⑥ f既往症j欄に記載してくださbL

[@官舎断書作成医流機関における初診時所見1

[@現在までの治療の内容、期間、経過、その他の参考となる事項1
帥現在の症状、その他参考となる事項I

上記の「在認E相嘩寄」文は r(Q既往症」 の傷病についても詳細に記載してくださ~'o

また、ニューモシスチス肺炎など日和見感染症等がある場合はその症状等とそれらの出現頗度

等についても記載してください。
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表面

[⑪計測I

@ 

臨舗の発生年)1日

。隼 O月 O目}

旧舗が拾っている場合 ・.. . . . . t台勺た日 平成

知IJi器A
[fr!i肱要領(医療機関配布用)J 

[記載例)

O惇 0"0" 

年 月 n 

田病が治同ていなb岨合 4 ー ー 拡却のよくなる見込 布

怠厳鋼陣内唱血によ.昆捌悔の飽凪剣月層化い歩行制厩あO.
附留によりABC/RTV/A附18'1を抱1iされていた11.
思神~，え. ‘気が強<.ゆ、事緒。佐。開。自に前底に""車とM. 抗ウイルス鰻法ほ~止と訟つUIJ::.
当限聞出除 CD4 16， HIV-RNA量 4.0xl0つtきと免鹿優位〈、~，附貝団組J ごみ)<!i<T.睡眠"見ら"".

O隼0月か~&tH I V~躍3稲餅宿盛~を開始した紙国防用が強〈色。~Mに体損した l邑 -~ 哩 I ，~帽‘ a 【 n""~ 
CD4価'j35 0腕留まで.‘を悼めていたt抗体嘉弘循々 に低下し、
。年M時点でほCD'は200を下闘。、由。噂揚沙奇抱織しており
靖国え思がfl!，@Ij緑色を示レて九喰現在6月2固まと温Iiレ 治穏を行ヲてL喝.

岬地EEtE?説2RFJ狸総K21悦臨滋鵠沼B25222腸ti』vma白書採fF伎の
陪...珊縛句... や禽筆活ヘ必緩急均d1，1r.ld:芯刻鳳r，大;Hi'?i!

身長、体重は必ず記載してください。また、視力障害を併発している場合は、視力や視野の検

査結果も記載してくださ，'. 

表面 [記載例〕

175 

X牌'lJ:Lノ
」

I⑫-fi]聖状態区分表]

ヒト免疫不全ウイルス感染者の寸宣状態区分については、⑫欄に必1記載してください。また、

その際には検査数値、他の既往症、治療実績等を加味した上で該当する区分に記載してください。

表面 [記載伊D

曲 ー植故笹 E分童 l'l'fiI 0年O同D目1(該当ずるものを奇んでど加。ーーつをOで聞ルでくださb叫

ア皇后~引怯橋脚で舎制限を受けるこ悼し建術的と問に砧射るむω

イ 笹度の"柑・あり ω 肉体労最前捌飢を~げるが!Ji11‘ fl~.~E益事針師会るもω 例えrl侵l味破事蹟)，ど

ウ削刊のまbりのことはできるが.旬に少し分蜘却なこともあり.附働lまできないがロ仰)50%以kは闘しても、る"の

@伽帥川る田川r'でき杭吋しば介刷a舶 、仰の50%山地Lており針作品川州阿川町唯とたった制
定 身のまJ)~q)二ξもでき ず常に介助金.質ξ し、』奪回低成金治わられ括S誌の花J!lWおおむね ぜフ ド厩辺にロ!られるもの
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I記E主要領(医療機関配布用)I 

(@1fn.液・造血隷】

血友病にも悟患してい石場合は、 fl 臨床所見J、f3 輸血の回数及v総長旬、 f4 凝固因子
製剤給性の回数及び量J0;欄を記載してくださ凡

f2 血液検査成績J、f5 造血幹細胞移植』、f6 その岨の所見jの欄は記載する必要はあ

りませλゐ

表面 〔記載側

@血謹 量血器 (平成 O 年 O~OB夜盆}

]臨ほ所見 2 血液検査成絞 {平成 午 R IJ) 
{ア)自覚症状 tア}末捌血情 {イJ!t 鋪

痕労Is

" 
d風 時 X万/". .filt細胞 XJj/μ' 

動 伸
3務4医時; 4へ内マHゲlc血クr'AJ阻Y路ト

E% fzM 区総~ Jn% e ι切れ Jぷ穿 u

J間姥掲節感佑染状性鶴 4355} ) 
/" 切結 .. % 

側他球 /，. リンパ .. ?ら

止Piンパ草~ % 
鞍倒位的"斜"地}と指芽f;k!El との比 (GJ、" /μP 

{イ}他覚所見
病白的，ト繍純桜 " xJi/μ4 

繁jyiyin血;jj倣制向i限堰
網血# 血 ~11< 唱悶 (.， 山両血t傾防団向I 
1.T胞圏内 1> Idt' 山 ( 法抄)l 分

，¥ P1'T (高申杭 f合

Ml沖f 献I~ 
ニι1 その他 F~G諸問阻|肱醐 |

， 輸取引阿~&O:胞.. 

0闘

" 00 lIle 
モの也の 所 見6 

(，ItIi.t.O 年 oJJ 0 [l‘"'!喧 o{ji 0 T. 0 U) 

4 笹官闘イー割削槍性的阿敬及び柚

0向

" 00 n ， ~. 

[苧岨 Off.O !tQU - 和正 O年 of: 0 rn 

5 ;Jj血終結胞移(，

思 イi ('I'/I:l 句ミ 11 U) 
経過

診断書裏面

[⑪免疫機能障害l

L 検査成績

CD4陽性Tリンパ球数の測定値は、診断議のま車癖日以前の4潤間以上の間隔世おいて実

施したi車滞する直i庁2回の検査結果を記入し、その2回の検査値の平均植も記載してくださレL

検査を行った日付も必ず記載してくださ¥¥

白血球数、へそグロビン量 血I]~置数、 H I V-RNA量の測創直川、診断蓄の翠韮E昼

前の4週間以上の間隔をおいて実施した連続する直近2回の愉杏結果を記入してくださ¥¥検

査を行った日付も必ず記載してください。

2.身体症状等

日数、回数、数1底 下痢相直吐などの症状の確認は、カルテに基づいて記載してくださし、
日常生活活動上の制限とは生鮮食料品の摂取制限以外に、生水の摂取禁止、脂質の摂取制
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限、人混みの回避が含まれます。

3.現在持続している副作用の状況

ヒト免疫不全ウイルス感染者に対して投薬療法古河Tわれ、現痘日時点で持続している国H乍

星芝生Lエヒゑ践は、該当する項自にチェックをいれてくださv¥
診断書に掲載している副作用の項目以外の副作用が生じている場合は、治療に使用した薬

剤名予服薬及t絹IJ作用の状況について詳しく記載してください。

4.エイズ発症の既往の有無

診断書の現症日以前に、エイズを発症したことのある場合は「有」にOを、発漉したこと

のない場合は「無jにOを付してくださv¥

5 回復不能なエイズ合併症

エイズ合併症が回復不徒に陥り、日常生活のほとんどが全面的f.t:ft護なしでは過ごすこと

ができなし、状態をいし、ます.回復不能であるかどうかの判定ば診断新惜医の判断「でお眠、し

ます。

6 肝炎の状況

ヒト免疫不全ウイノレス感染者が、肝炎を発症している場創立、肝炎のタイプにチェックを

入れ、検査所見捕、臨床所見』闘を記載してくださしL

なお、臨床所見』聞の rs聖水Jは、治療により軽快寸る場合は f有」にOを、治療を行勺て

も腔快しない場合は 『著JにOを付してくださしL

裏面 [記載例]
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I記概要領(医療機関配布用)1 

I⑬その他の障害I

ヒト免疫不全ウイノレス感染症とその続発症、副作用により、悪性腫湯(※)、精神疾患など、日

常生活、社会生活に支障をきたしている他の疾愚が見受けられる場合には、その状態についても

記載してくださしL

(※カポジ肉腫、原5猷卦面リンパ随、非ホジキンリンパ腫、 1霊樹生子宮頚癌、目工門癌、肺癌、

ホジキンリンパ臆に限る)

[@現症時の日常生活活動能力及び労働能力I

現症時において、感染者の日常生活がどのような状況であるのか、また、どの程度の労働がで

きるのかなと'を具#治~Iこ記載してください。

I⑫予後]

診断新字成時点、において想定される干後を記載してください。不明である場合はその旨を記載

してくださv¥

裏面 [記載例]

⑪その他の障害 [平成 D 年 o Jl 0 目現錠}
1. la tk 2 檎 R 出掛

(0 rJ 世症状 0'血，.・生("'*楠査

0年O月‘ホヲキ〉リン}(I重を発霊. 剛環日
.位 革担超円，~

周年O月より聾物損法在行い‘現在は寛解状曲にある
，ト 凪砧 tt)j/μS 
へモグロピン寓~ " .. 

が再艶の可能性があり 経過鰻里中. ヘマ ト?IJ::;ト '1~ 

血訓胞 t面白 "'~ 血I市γルプミン ，ldl 

'"他覚市比

0年o月.頚部10腫屈がお畠のを自覚する. (2) '1;仰位由民...禍

寝汗抗>e.く、借語感ちあった.

現在Iま落ち着きつつあ昌也‘多少症状は聾存して

いる.

3 入;[臓器等

(0，人 工E円遣a !}.{[ 出院事JII1;平成 当が " n (司自己帯保の常時車"
恒ーイ『 崎抽午n日.平. " n u 間制牢JJI:l ;早此 /(" R a 持了年"目:平成 .. " n 臼}臨時世胃 i有!I.. 1I 珪設早川 fl:!事時 4ド

" f1 
(5)定金属央鵠状聾 ..宵 "年デーテル自問;.'J'.r.R 年 " '0 開腕"明日:.IfL血 旬 月 " '"輔"揖遣a 畏・宥 下前年11~ :牢成 当院 11 " 
{酎その也の手術 a 捜 イr< }平成 ￥ 11 日〉

⑬ 
現盛時の日常生活活

CD い活4値るには.茸抗陣20日を超えて副回作る.置用就lしZ労てよき精困で符副い症主る主軒が輯で臨、抑呼が続吸う器つい感秘染煙症がな出現どを繰栗り穆返し 免撞{量耀平圭串杭右瞳l弘立畳動tt力及び労蝿能力 延日常レ生τ H.I V富田 る し、による あ
をきたしてい は ている.

{必ずEλして下さい1

@ 
予 後 永続的に畠曹が必要である.

l必ずE入して下さい

⑩ 
11 考
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障害年金の認定(ヒト免疫不全ウイルス感染症)に関する専門家会合

意見書

平成22年 12月
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1.はじめに

ヒト免疫不全ウイノレス感染症に係る障害については、「ヒト免疫不全ウイルス感染症に

係る障害認定について(平成 10年2月4日庁保険発第1号通知。以下「認定における留意

事項Jという。)Jにより認定が行われている。

具体的には、続発症の有無、その程度、検査所見、治療及び症状の経過を十分考慮し、

労働及び日常生活上の障害を総合的に認定することになっている。

このように、平成10年の認定における留意事項をもとに認定が行われているが、その後

に明らかになった新しい医学的知見を取り入れるよう各方面から見直しが求められている

こと、また、これまでも診断書の記載内容が必ずしも十分ではない事例が見受けられたこと

から、認定における留意事項をより明確化することを目的として本会合が本年8月に設置

されたものである。

本会合では3回にわたって議論を重ね、専門的な見地から以下のとおり意見を取りまとめ

たので報告する。

2. 障害認定に必要な検査所見及び身体症状等について

ヒト免疫不全ウイルス感染症による障害については、①診断書を作成する医師が申請者

の障害を客観的に評価し、②日本年金機構で障害認定の審査をしている医師などが認定を

行うこととなるが、その判断に必要な障害の状態を明確にした上で、診断書の記載を求める

とともに、確認することが望ましい。

なお、障害認定に必要な検査所見及び身体症状等に関する具体的な内容については次表の

とおり盤理することが適当である。

(1)検査所見

検 査 所 見

CD4陽性Tリンパ球数について4週以上の間隔をおいた連続する2回
1 の検査値の平均値が 1級、 2級め場r合は 2001μB以下、 3級の場合は
3501μa以下である

2 
白血球数について 3，0001μ且来満の状態が4週以上の閑隔をおいた

検査において連続して2回以上続く

3 
へそグロビン量について男性 12gIds未満、女性 11g Ids未満の状態が

4週以上の間隔をおいた検査において連続して2回以上続く

4 
血小板数について10万/μS未満の状態が4週以上の間隔をおいた検査 l

において連続して2回以上続く

5 
lllV-RNA量について 5，000:0ピーIrns以上の状態が4週以上の間隔を l

おいた検査において連続して2回以上続く | 
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(2)身体症状等

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

B 

9 

10 

知l添A

身 体 症 状 等

1日1時間以上の安静臥床を必要とするほどの強い倦怠感及び易疲労感

が月に 7日以上ある

病態の進行のため、健常時に比しlO%以上の体重減少がある

月7日以上の不定の発熱(38"(;以上)が2ヶ月以上続く

1日に 3回以上の泥状ないしホ様下痢が月に 7日以上ある

1日に 2回以上の晦吐あるいは 30分以上の唱気が月に 7日以上ある

動倖や息苦しくなる症状が毎日のように出現する

抗H[V療法による日常生活に支障が生じる副作用がある
( 1-自の症状を除く) (抗I-![V療法を実施Lている場合)

生鮮企料品の摂取禁止等の日常生活活動よの制限が必要である

1年以内に口腔内カンジダ症、帯状抱疹、単純へノレベスウイルス感染症、
伝染性軟属腫、尖圭コンジローム等の日和見感染症の既往がある

医学的理由(※)により抗I-![V療法ができない状態である

※ 医学的理由とは、投薬による肝障害、白血球数減少などの副作用が

生じるなどの医学的事項による。

3 障害の程度について

ヒト免疫不全ウイルス感染症については、これまで他の内科的疾患と同様に、検査所見、

治療及び症状の経過、具体的な日常生活状況等により総合的に認定を行ってきたところで

ある。

一方、ヒ卜免疫不全ウイノレス感染症は免疫機能障害という他の疾病とは異なった特性も

持っている。

このため、 CD4値(血液中に含まれる免疫全体をつかさどる機能を持つ日ンパ球数)を

中心とした特殊検査の異常値と症状などを反映できるような合理的な認定手法について

議論を重ねた結果、本会合としては現行の「総合的に認定するJという手法を維持しつつ、

前述のような合理的な手法を加え、労働及び日常生活上の障害の程度が客観的に見て妥当で

あるかどうかを判断することも必要である。

例えば、検査所見と身体症状等を組み合わせること等により障害の程度の目安を整理する

と次のようになると考えられる。
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見 IJi~A

O 上記2(1)の検査所見の表に示す1に加えて3項目以上の所見があり、かつ、上記2

(2)の身体症状等の表に示す4項目以上の症状があるもの。もしくは、回復不能な

エイズ合併症のため、介助なくしては日常生活がほとんど不可能な状態のもの(※)は1級

と認定する。

O 上記2(1)の検査所見の表に示す1に加えて2項目以上の所見があり、かっ、上記2

( 2)の身体症状等の表に示す3項目以上の症状があるもの。もしくは、上記2 (1)の

検査所見の表に示す1に加えてエイズ発症の既往があるものは2級と認定する。

O 上記2 (1)の検査所見の表に示すlに加えて2項目以上の所見があり、かっ、上記2

(2 )の身体旋状等の表に示す2項目以上の症状があるもの。もしくは、上記2 (1)の

検査所見の表に示す1に加えてエイズ発症の既往があるものは3級と認定する。

※ エイズ合併症 (rサーベイランスのためのHIV感染症/AIDS診断基準J(厚生省

エイズ動向委員会. 1999)が採択した指標疾患としてあげられている合併症J)が回復

不能に陥り、日常生活のほとんど全てが介助なしでは過ごすことができない状態のことを

b、う.

4 診断書の様式について

上記2の障害飽定に必要な検査所見及び身体症状等について確認することとしたため、

それらを書き漏らさないような診断書の様式に変更することが望ましい。

このため、ヒト免疫不全ウイノレ旦感染症特有の症状等を適切に杷載するととができるよう

に診断書の杷載項目を整理し、検査所見、身体症状、副作用、1干炎などの項目を追加する

ことが必要である。

これにより、診断書を作成する医師は必要項目を適切に記載することができ、日本年金

機構で障害I!.¥定の審査をしている医師などは障害の状館を的確に判断できるようになり、

障害認定が円滑に行われると考えられる.

5 おわりに

ヒト免疫不全ウイルス感染症に対する治療は、医学の進歩により、新たな治療薬が開発

され、格段の進歩を遂げている.反面、ウイノレスを体内から駆逐するまでには至っておらず、

近年は悪性腫窃という重篤な疾患を引き起こすことがあり、労働及び日常生活に支障を

きたす事例も見受けられる現状を踏まえ、認定上の配慮が求められているとの意見がある。

こうした感性腫泌を併発する場合の扱いについても検討した結果、現時点における学術的

な水準に鑑みれば、rn工門癌J、f肺癌」及び『ホジキンリンパ』量」のような悪性腫舗については、
エイズ指標疾患のうち、カポジ肉腫、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ腫及び浸潤性

子宮頚癌と同様に、ヒト免疫不全ウイノレス感染症左相当因果関係があるとみて、「総合認定」

または「併合認定Jの取扱いにより認定を行う必要がある.
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6. r障害年金の認定(ヒト免疫不全ウイノレス感染症)に関する専門家会合J
の開催状況

回 開催日 議 題

(1)ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定

について

第 1回 平成22年B月20日(企) (2 )具体的な症例に関する障害等級の認定手順汲

び非核当事例について

( 3 )その他

(1)ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定

第 2回 平成22年9月29日(水) にあたっての論点投理

(2 )その他

(1)ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定

第3回 平成22年 11月5日 (金) にあたっての論点整理

(2 )その他

7. r障害年金の認定(ヒト免疫不全ウイノレス感染症)に関する専門家会合」
委員名簿

氏名 所属及び役職

岩本愛吉
東京大学医科学研究所

先端医療研究センター感染症分野教授

大平勝美 社会福祉法人 はばたき福祉事業団理事長

岡慎一
独立行政法人国立国際医療研究センター

エイズ治療 ・研究開発センター長

木村哲(※) 東京逓信病院長

独H臨I床立V/行研A政究I法セDS人ン先国タ錨立ー医病療院ヱ開機イ発構ズセ大先ン阪端タ医医ー療療センター白阪琢磨 研究部長

長

根岸昌功 ねぎし内科診療所院長

花井 十伍 大阪HIV薬害訴訟原告団代表

※は座長
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地方厚生(支)局

年金調整課長殿

年金管理課長殿

別添B

年管管発 0131第2号

平成 23年 1月 31日

厚生労働省年金局事業管理課長

(公印省略)

ヒト免疫不全ウイノレス感染症に係る陣寄認定における留意事項の追加

に伴う診断書の様式変更について

ヒ卜免疫不全ウイノレス感染症とその続発症による疾病及び降害の認定について

は、「ヒ卜免疫不全ウイルス感染症に係る障害総定について(平成 10年2月4日付

け庁保険発第1号)Jにより取り扱われているところであるが、今般、当該通知

のほか、別添の『ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定における留意事項の

追加についてJ(平成 23年 1月 31日付け年管管発 0131第 1号)により平成 23

年 4月 1日から認定を実施することと した。

ついては、障害基礎年金の請求の受理に係る事務を市町村に委託していること

から、別紙の例文も参考の上、貨管内市町村に対し事務取扱について協力を依頼

されたい。

なお、実施日以降の受付分より新様式の診断書にて障害認定を行う必要がある

ことから、新様式の診断書及び記載要領を実施日よりも前に年金事務所から市町村

に提供することを申し添える。
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地方厚生{支)周→市町村『事務連絡J(案)I ( sIJ 紙)

(注)本事務連絡案は、事考案文として添付
するものです。

事 務 連 絡

平成23年月 日

市町村田民年金担当課御中

地方厚生(支)局年金調整課(年金管理課)

ヒト免疫不全ワイノレス感染症に係る障害認定における留意事項の追加

に伴う診断書の様式変更について

国民年金事業の運営につきましては、平素よりご協力を賜り厚くお礼申し上げ

ます。

ヒト免疫不全ウイノレス感染症とその続発症による疾病及び障害の認定について

は、 「ヒト免疫不全ウイノレス感染症に係る障害認定について(平成¥0年2月4日付

け庁保険発第1号)Jにより取り扱われているところですが、今般、当該通知の

ほか、JlIJ添の「ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定における留意事項の追
加についてJ(平成23年1月31日付け年管管発0131第1号)により平成23年4

月 1日から認定を実施することとなりました。

これに伴い、 「診断書(血液・造血器、その他の障害)様式 120号の7J(別紙1)

の裏面に「⑭免疫機能障害」の欄を設け、ヒト免疫不全ウイノレス感染症特有の障害

の状態が記載できるように当該様式の一部を変更するとともに、診断書を作成する

医師が必要項目を適切に記載できるよう「記載要領J(別紙2)を作成しました。

ついては、ヒト免疫不全ウイノレス感染症による障害基礎年金の請求時には、申請

者の病名、病状等の個人情報の保護に配慮し、新様式の診断書に記載要領を添付し

た上で、配付頗います。

なお、今回は障害認定に必要な診断書の記載項目が新たに設けられたこと、また、

実施日以降の受付分より新様式の診断書にて降客認定を行う必要があることから、

本年 3月初旬頃には、新様式の診断書及び記載要領を配付できるよう年金事務所

から事前に当該書類を提供する予定であることを申し添えます。
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月年、l'成b. ~~のとおり、診断します.

荊哨Xは診療所の今、祢

地在所
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ヒト免疫不全ウイルス感染症の障害認定に

係る診断書の様式が一部変更となりました

医療機関においては、ヒト免疫不全ウイノレス感染者から障害年金の裁定等に必要な診断書の作

成の依頼を受けた場合には、次の点に留意され、診断書の記載漏れ等のなきょうご協力をお願い

します.

す 氏名、生年月目、性別、住所、 G:HJ湖 、⑬、⑮、@澗は必ず記載してください。

〈留意事項〉

診断書表面

[②{釘宵の発生年月日1
①欄の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病と関連のある働宵

のうち、m:も古し暗筋商の発生年月日を記載してくださしL

[a;。のため初めて医師の診断を受けた日]

③欄についても、 G測の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷丙
と関連のある傷病のうち、最も古い傷病の初診年月日を記載してくださし、

[@l正存障害l
隠滅往症I
ヒト免疫不全ワイルス感染者の身体の状態を判断「するため、 ヒト免疫不全ウイルス感染症以外

の既存障害(血友病性関節機能障害、肢体障害など)や既往症 (例えば、 血友病、慢性肝炎など)

が存在する場合は、必寸吻「既存障害」欄文は⑤ 「既往枇欄Hこ紀障してください.

[③診断骨作成医療機関における初診時所見1
[⑨現在までの治療の内容、期間、魁晶、その他の参考となる事項1
M競見在の症状、その他参考となる事項1
上記の「⑤既存障害j 又は r~凝往症J の傷病についても詳細に詑餓してください。

また、ニューモシスチス肺炎など日和見感染症等がある場合はその症状等とそれらの出現頗度

等についても託職してください.
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〔官出走例〕

@ 

flll.占の発生年JJ日
昭防

〈画 O年 0"O' 

@ffiのため初めて医繍

血友病世間匝症

治った自平成

直摘が治ってb吐い場合 0 ・. .白・・ liÈ~のよくなる且込

年 月 日 位"鑑定

申診断待作成医療機

聞におlする官服目指所見

有 ⑮ 不明

右民m飽内岨による脆加俸の鍾..が耐tL. 掛南風~弘

前医により岨C/RTV/f4lV/EFVを処方されていた訊
脇被定状、 事鍵が建<~l).司，ao寧0月O自に闘毘にλぷと白色陀タイJ旧忽法Ià~止と恥耳、"
当民経院当除 CD4 16、HJV-RNAt4.0xlO・コ巳ーと免袋路低〈 身体稲見で，..リンパ箇@謹温"見られた

0年O 月 ~6筑HIV薬3飼併用権~を潤掬した紙副作用が萄く、 0年O月正体援した . 1臥副目 U 園町 四 四司伺

CD4笛!;I:)s" 0前後まで2虫館を認"，1企". 体票後.~々に~.下'^
。年O月時点で;l:CD4は200を下回IJ，[M'阪混少ち躯却しており
務局級車"脱色.思食住を示じτ川た.現在5月 2固まど且第し、渇~を行コている.

月 日}

その

他参考左なる II~lJl
附剛

酬職制一向

(@計i1IUl
身長、体重は必す守包載してくださしLまた、視力障害を併発している場合は、視力や視野の検

査結果も記載してください。

表面 〔記載例〕

175 
'" 

58. 5 ~ 

l也刷工5.5

メ~!íiÆlレ

I⑫哨蹴態区分表1
ヒト免疫不全ウイルス感染者の寸匙伏態区分については、⑫欄に必ず記載してください。また、

その際には検査書主催、他の既往症、治療実績等を加味した上で該当する区分に記載して《ださい。

表面 [記載例〕

自 -I'i世睦巨骨量 (平成D年O月D目)I該当するものを遭んでどれ，.-，を0で開ルで〈ださいJ

7 ~里~f，計惜扇動"でき I!JRlを受"ること/.t<.J;術削除草i』柄るまえるもの

イ 笹度のB';畑tあり、肉体労働J1Q附慨を受ゆるが歩行 ft労働や'd!策はできるM) 例えば‘怪い当~"'. elf.jftE 

ウ 歩行や.~の志þりのζ とはできるが町』少しf聞い必慢なこと 1.あ 9 佐古1rilri.でき1，いが、日中の"覧IiU は~尉している{，II)

@蜘まわ刊ある雌のことは吋-5~i 凶し肘制定で n仰の 50鳴山地:;.;してお~ . t'J. )J1'~拙伐の外闘がlil;(不可梶山たもの
オ身の富むりのこcl，できず常に分助金必提どL.毎日反応.強いら九話S泊四縫聞がおおu"ν〈γド周辺10隙られる1.の
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I⑬血液・造血器1
血友病市こも擢息してし活場合は、 [1 臨床所見」、 [3 輸血の回数民総量J、[4 凝固因子

製剤輸注の回数及び畳むの欄を官識してくださ川

[2 血被検査成績』、 [5 造血幹事酎包移植」、 r6 その他の所見』の欄は配按ずる必凄はあ

りません。

表面

骨血班・量血器 {平成'0写 OAO目現住}
1 臨副長所見

(7)由党出松

純効息zaa節a労切fadaf 位れ時" 

tイ}飽食Ili"-

常肝，'t1ey1h・節傾m向臓u 雌民 j占団 ?fr 1 i 

3 時自の阿敵及。極量

。" " 00 m~ ll]fla 0 年 oJ./ 0 11 -"'"佳 OfJiO.liO日}
4 首腕同.1・""楠町仰陪枇&tHi1:
0阿 it 00 聞量
(Jy.l占o什，onon...'jtI!O年 o.r， o日)

5 ;.血件"胞移陥

5 'イi
縄返 { 

診障f部裏面

[⑪免疫機能障害1

1 検査成績

《唱，~ 年 " u) } 

{記載例]

2 1ft機検査成総 {平成 句1'， 見 U) 
1ア}京柿自前 (イJ骨 省

，. . ~ R刀/，置 H 有帥餌f:l xJi/pQ 
~吾9'P~〆換.

a%kUWSF 底Z RJ，'‘， 
へマト!I~?' ト

肉 • o J，，. ，-at ，盛岡zRs -a 

J%，“・・ 将翁リ位釣ンJJ，パ % 
J 細(<)胞と'"等感聞との比{氏h側

鋭.的，)締梅阪 官険

xJi/，.. 
調書血庫~ 、tウh出血傾向
也前嶋m円 .'" 出色情r。T1{ tte，， B 分. t¥P'rT (高市前

同その也 B脳血B即時価|剛|
6 その位向僻見

CD4陽性Tリンパ球数の測定値は、診断書の現庄日以前の4澗聞以上の間隔をおいて実

航した連続する荷五庁2回の検査結果を記入し、その2回の検査値の平糊直も記載してください.

検査を行った日付も必ず記載してくださしL

白血球数、へそグロビン&血小板数、 HIV-RNA量の測定値は、診断書の翠韮E必
前の4週間以上の間隔をおいて実錨した連続する直近2固の検脊結果を記入してくださ，¥検

査を千すった日付も必ず記服してくださ，¥

" 2 身体症状等

日数、回数数値、下痢明ii~土などの症状の確隠は、カル苧に基づいて配載してくださし九

日常生活活動よの制限とは生鮮剣司品の摂取制限以外に、生水の摂取禁止、脂質の摂取制
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限、人混みの回避が含まれます。

3 現庖持続している高l乍用の状況

ヒト免疫不全ウイルス感染者に対して投薬療法が行われ、理庄日時点で持続している副作

恩ど主Lエビゑ堕は、該当する項目にチェックをしれてください。
診断書に掲載している副作用の項目以外の面作用が生じている場合は、治療に使用した薬

剤名、服薬及びjj'H宇用の状況について詳しく記載してくださしL
4.エイズ発症の既往の有無

診断書の現症日以前に、エイズを発漉したこ止のある場合は「有」 にOを、発症したとと

のない場合は『無JにOを付してください。

5 回腹不能なエイズ合併症

エイズ合併症が回腹不能に陥り、日常生活のほとんどが全面的な介護なしでは過ごすこと

ができない状態をいいます。回腹不能であるかどうかの判定は診断直作成医の判断でお願いし

ます。

6.肝炎の状況

ヒ卜免疫不全ウイノレス感染者が、肝袋詰シ経症している場舎は、肝炎のタイプにチェックを

入れ検査所見綱、臨床所見測を記載してください。

なお、臨床所見綱の 『腹水」は、治療により睦伏する場合は「有」にOを、治療を行って

も艇決しない場合は「著」にOを付してください。

裏面

生皇霊艶堕
1 検査成績

[記載例]

(平成 O 年 o ~ 0 日現症)

主且
晩翠叫附依10・0・o ~的~

2 身体能紋待
IIDIIl 防風以上向剖限泌を.曹と切るn~強い依艇身"v
， .. 礎知凶が川に1R以Jゐる
阻/jIjff迎行"た的 随常瑚ζ比!..IO'品以，1:oJifl:!1t減少が殺る
同'"ζinn.tの不定の~~ {38τ以H d;2伊月以>健〈
陶 111 3闘r:uの屯状な少しお隣下刷;)t刊に'"以上ある
II!II IH: ~組以上刷版あるも、!日 0分以J白身‘A叩に i U 
I WJ.Tる
..隊やi己札〈なる倣1..~1両日の .tjに幽F陣内 { 旬 。由 b 
!I:J[ I V拙二よる 11触~"畑命叫るMt\iJlJ i\;bる

川u>、@のr.:t~舎(1<) (航HIV製法を:JU益している崎合】 '¥liJ 鰭》
ゆ1'.jJ:Jt1事品の釦..此句の目目前生活活動，0制限 ~:.e.1Iである (l-ro . .~ ) 
同.，守政情こ"'国カン'.J明色刷却邸基略取4ィ，同吋阿ス~j!.

l 象住依脱稲;駐:Ii.!IνジローA搾仰向.兇脱出m旬以田市o 釘 田川
畑畏学的曙陶にM統I1IV披訟がT舎なも、状態であゐ ， 1まい 6可言}

4.主す"l</J!函麗ffQヨI，.制恒存百四エイX'lfO寵百在百
マ警 l 介助なくしては府首生情が

l1eんどイド吋能な(1:憾である
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[⑮その他の陣筈]

ヒ卜免疫不全ウイルス感染症とその続発症、副作用により、調生腫蕩(※)、精神疾患など、日

常生活、社会生活に支障をきたしている他の疾患が見受けられる場合には、その状態についても

記載してください。

(※カポジ肉腫、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ腫、浸潤性子宮頚癌、紅門癌、肺癌、

ホジキンリンパ』置に限る)

[⑮現産時の日常生活活動能力及び労働能力]

現症時において、感染者の日常生活がどのような状況であるのか、また、どの程度の労働がで

きるのかなどを具体的に言凶賞してください。

I⑫予後l
診断書作成時点において想定される予後を記載してください。不明である場合はその旨を記載

してくださ~'.

裏面 [記載例〕

⑮ その他の隊害 (平成 D 年 D 月 O 日現痘}

¥.品1¥ 1k ，.幌ithl li'I 
'"自覚庁" '"血椛・生化牢輪王
0年0月、ホヲキンリンパ腫を尭症. .礎n

以位 車霞』匝串純

同年O月より墨物療法在行い、現在は寛解状暗I~あ吾
昌也"位 Ji/μa 
ヘモグロピン繭贋 ~ .. 

が再発田可能性があり、躍過観車中. ~.，ト 9 ¥1:1ト • 9 

血柚~彊" 0/" ト ー争血前ア，レプミ y ".W 

'"値覚川品
。年0月、頚8P IC腫~がある司を自覚する. (型}島町値由晴INI:I!

理;干がひどく、惜畠曜襲名あった.

現在I~落ち着きつつある五、多少症状は聾存して

いる.

3 人工 臓 WI'甲

{叫人工E円泊1l !¥， ~i 泊"早川n，平成 司F JI ロ ，.，自己帯保の甫時厄11 理." l副.w、月11:早『邑 句1 lf " 開J(llfiJ1H !平成 e手
" 
日 持ïff. JJ !1 ・，jI.~Z .， JI 目

M 凪開謹.，梓惜.. 遺;:jtljtJJfl :平時 q匹

" " '"誕生I量失 l.f杭揖
". . ~ï (力手ーテル明白:1(.r.:c 平 " 

日}
開jJ1/I~J IH 半" 匂も

" " 1>'冊 H.竜自圏 直聖 e 由・ .Nfilr-Jl目咽'向車 母音 n " f帥そ心地内乎~ 担.-11 { 1)1'，成、年 n 日1

⑮ 
現盛時の目常生活活

CD4値(ま200を超えて回作用.復就しに労てよき吾は精て困難い御症なる杭が揖態で.呼問カ犠吸う器圏~染盟症がな出現どを繰軍りE事U、 免る疫櫨不鯵全感紙ち態あlりお、里
勘能力及び労働惜カ 延日常して生いる支.抗障HIV葉町副 っ し、 によ

活にをきたしている いている.
(必ず記入して下さい]

⑪ 
予 後 永続的に治療が必要である.

{必ず昆λして下さい

⑪ 

。‘ 考
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日本年金機構事業管理部門担当理事殿

別添B

(別添)

年管管発 0131第 l号

平成 23年 l月 31日

厚生労働省年金局事業管理課長

ヒ卜免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定

における留意事項の追加について

ヒト免疫不全ウイノレス感染症とその続発症による疾病及び障害については、

「ヒ卜免疫不全ウイノレス感染症に係る障害認定についてJ(平成 10年2月4日付け

庁保険発第 l号通知。以下「当初通知j という。)により認定を行っているところ

ですが、近年の医学的知見を反映して当初通知の明確化を図るため、「障害年金の

認定(ヒト免疫不全ウイノレス感染症)に関する専門家会合j を開催し、審議を

行ってきました。

今般、同会合の「意見書Jが別添のとおり取りまとめられたことから、ヒト免疫

不全ウイノレユ感染症に係る障害認定については、当初通知のほか、下記の取扱いに

より平成 23年 4月 l日から実施することとしましたので、遺漏のないよう取り

扱い願います。

記

1 障害認定について

障害認定については、当初通知により、続発症の有無、その程度、検査所見、

治療及び症状の経過を十分考慮し、労働及び日常生活上の障害を総合的に判断

するほか、 ~IJ紙 1 の障害の程度の目安により障害の程度を判断し、それらのうち

上位等級の方で認定されたい。

2 診断書の様式及び記載要領について

上記1の総合的に判断する場合や別紙 lの障害の程度の目安により判断する

場合に必要なt 卜免疫不全ウイノレス感染症特有の障害の状態(検査成績、身体

症状等、副作用の状況、 エイズ発症の既往歴などの項目)を、別紙2の「診断書

(血液 ・造血器、その他の障害)様式 120号の 7Jの裏面に記載させるために

r@免疫機能障害』の欄を設けたこ止。
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併せて、診断書を作成する医師が適切に記載できるよう、別紙3の「記載要領J

を作成したので、ヒト免疫不全ウイルス感染症による障害給付の請求時に診断書

を配付する際には、新犠式の診断書に記載要領を添付した上で、これらの書類を

申請者から医療機関へ提出するように指導すること。

3 その他

( 1) ~rJ紙 2 の 『⑪免疫機能障害J 欄の r6 肝炎の状況』欄に記載された内容に

より肝疾患による障害の認定が可能である場合は、肝疾患について、改めて

診断書(腎疾患・肝疾患、糖尿病の障害)様式 120号の 6-(2)の提出を要し

ないものであること。

(2 ) 別紙2の『⑮その他の障害」欄に、エイズ指標疾患となっている悪性腿筋

(カポジ肉腫、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ艦、浸潤性子宮額癒)

のほか、 H工門癌、肺癌、ホジキンリンパ腫の記載がある場合には、記載内容

を考慮し、原疾患との総合認定または併合認定により認定すること。
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女性111/dt来演

。。。コピー/mt以上

2 級
日以よある

《銑問V!II盆を実鈍している..合》
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3級
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I記載要領{医療機関記布用)]

ヒト免疫不全ウイルス感染症の障害認定に

係る診断書の様式が一部変更となりました

医療機関においては、 ヒト免疫不全ウイルス感染者から障害年金の裁定等に必要な診断書の作

成の依頼を受けた場合には、炊の点に留意され、診断書の配載漏れ等のなきょうご協力をお願い

します.

女 氏名、生年月目、性別、住所、①-@綱、⑬、⑮、@測は必ず記載してください。

く留怠事項〉

診断命表而

I②傷病の発生年月日1
CDI閣の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病と関連のある傷病
のうち、最も古b噂日肯の発生年月 日を記載してくださ川

隠ゅのため初めて医師の診断を受けた日l
③欄についても、 q淵の傷病油S複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病
と阪車のある傷病のうち、最も古U噌前青の初診年月日を配殺してください。

[⑤既存障害1
隠滅往症1
ヒト免疫不全ウイノレス感染者の身体の状態を判断「するため、ヒ ト免疫不全ウイルス感染症以外

の既存陣容 池友病性関節機能障害、肢体障害など)や既往症 (例えば、 血友病、 1鮒生肝炎など)

が存在する場合は、必ず窃「既存障害」欄文は⑤「既往症』欄にお蹴してくださ川

関車彦断新十成医療機関における初診時所見1
I⑨現在までの治療の内容、期間、経過、その他の参考となる事項1
1⑪現在の症状、その他参考となる事項1
上記の r~既存障害j 又は r@!l{t主症j の傷病についても詳細に記載してくださ川

また、=ューモシスチス肺炎など日和見感染症等がある場合はその症状等とそれらの出現頒度

等についても記載してくださb、
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表面

I記載要領(医療機関配布用)J 

[配級例]

@ 

闘病の4量生年月目

~伺
O等on0" 

0.. 0月 08)

闘病が治。ている掛合 ・・向・・・扮った目 黒成 年 n 日 穐諸
制E定

出績が拾ってい必1'1降合 ・ . . .1i'.iJ<のよくなる見込 有 .~ .不明

描調節醐血に品開釦醐蝿~L.歩行輔副

舗匿により緬C〆附Vノ.""ノ'fV智弘Y号されてt.11"'J1.
梅線1m.・気が彊〈有志り.平~O年O月0日 E飾区にλ臓と主主り‘銃ウイルス忽溺抑止と~'jU\It.
当院厳軍当時、 CD4 16， HIV-RHA. 4.0)(10‘コ巳と免，.位低<.身体ililで樋..υ>)(俸の厳蝿1i.見§れた.

。年。Rかt5ULH1 VM.3剤併伺寂謹を開始した紙劃作閣が強〈
CD.価肱350爾領まで"蓄を腸めて，，~が体高後~々広低下し.
0年0舟崎高ではCD4 !á200を下回J).M帳混~琶湖，臆しており
鴻粍筑摩1JIaa.易構ぬ縫を示じて九喰.現在司51月2悶陣ど辺健い追想を行コてし喝，

品5綴諸説?説獄欝2総IEltEE臨躍蹴自齢25儲必』fEZP品332努?の
他参考kか8鵬首 l瑚関 野嗣制時四八--回目2邑遍闇肺醐，..

【⑪許測I
身長、体重院Z、ず記載してください。また、視力障害を併発している場合は、視力や視野の検

査結果も官識してください。

表面

175 
<. 

究。'1J:レ

[⑫一般状態区分表1

58.5 
75.6 k 

同士!?75 兎l

〔記載例〕

60 

ヒト免疫不全ウイルス感染者の般斌態区分については、⑫欄に必ず記載してください。また、

その際には検査数値、他の既往症、治療実績等を加味した土で骸当する区分に記載してくださ''.

表面 〔記載例]

由 ー盤技睦 E分事 [率III0 ，事 O~O 目 ) r.時十るもの叫んでどれか「をO明日目齢、}

ア .鉱択で社会話蘭必で舎 "..受けることな<.発端納と踊等にA・るまえるもの

イ錐R~底卵白あ，、 肉体労働U紺世受付るが附、笹労働や鹿加でき るもの 飼えば相暗't"， $l*'c!t 

。歩行や'0のまわりωこどはで舎るが惰に少し介助が必暫なこともM.Q労働2で曹化いが 目'1")50%以上11.僻しているもの
@伽酬のある闘のことはでき<Qj.，l.tf1.t1怖が加、山刊誌叫糊Lてお常的で醐への外相州不可能l:ft..，tt，iI)
;t lt'りま'"のこともでき f 常に介助金.屡H.~日提践を予告仰られ福島の範周がおおlth""':タド周辺二関iられるもの
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[⑬血液・造血器]

血友病にも極息している場合は、 f1 臨床所見」、 f3 輸血の回数及U総量j、f4 凝固因子

製剤輸注の回数及び壷むの欄を記載してください。

f2 血液検査成績J、f5 造血幹柵包移枢旬、 f6 その他の所見」の欄は記載する必要はあ

りません。

表面 〔記載例〕

⑬血班 ・造血器 (平成 O年 OsO日現卑1

】 筋隊所見 2 JII. i院院宣成制 {拘最 'f M 11) 

{ア}目覚症状 (7) 未明血 ai {イ}骨 悩

'動苦 労感停

(!宮母若?者i); 
.. 歯 量保 X刀/uP 布院組‘胞 XJi!，.s 
'"供'1:'..-;民主

z'Jも" 
民 u，ま /1'筑E 

息切れ へ，-"t‘タリvト '# }f: ~R 

" " 
向 血球 /，' 廠抱負民 % 

!J刻.，節sfbtb住* E明リ賢t 位 E表 /，. 
和術リf.l:的ン"パ a ro ~ ，、 tEka " 結[C胞Iと#:;;:陪tE)との比(町h白1，. 

tイ}他党 ifl見
抗血的小細胞限 '" X Ji/" Q 

¥:-1>'節，loKlli 網#血iltt: ，，(ウ}出血剤時" 
111 血傾向 血 W~罰 n 匝/df 出血 I:;j( t貯t}} 分

" ，¥ prT ()J;"ip:嗣 & 

出 雌1I 

~)その旭 F0I帥J! ~l臨時山|白州市 |
" 柚血山岡lUHF範量。制

" 00 mt 
6 その也の民 H

('再r&.0和 Q Jlon...#r.tQ 年 o1; 0 [:1) 
4 話l品同子制剤棺"のI司教及び揖

。岡 2ト 00 町t

(;I'-rJ: 0 4(C 0 fl 0 n -杓.0年 oJ! 0 A) 

5 造血幹蔽抱#航

恒 ・Ji 1'1'1式 ~ 11 日}
bを過

診断書裏面

[⑬免疫機能障害1

1 検査成績

CD4陽性Tリンパ球数の劃l倒産は、診断曜の現症日以前の4週間以上の間隔をおいて実

施した連続するU2回の袷脊結果を記入し、その2閏¢検査値の平均値も記載してくださしL

検査を行った日付も必ず記載してください。

白血球数、ヘモグロビン量、血/J>1耳目量、 HIV-RNA量の測定直は、診断書の翠盆旦必

前の4週間以上の間隔砂おいて実施した潜綜するi盲i斤2回の検杏結集を記入してくださbL検

査を行った日付も必ず官己載してくださしL

2 身体症状等

回数、回数、数値、下痢や幅吐などの症状の確認~Ii，カルテに基づいて記載してください。

日常生活活動上の制限とは生鮮食料品の摂取制慨排に、生水の摂取禁止、脂質の摂取制
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限、人混みの回避が含まれます。

3 現在持続している副作用の状況

ヒト免疫不全ウイノレス感染者に対して投薬療法が行われ、現庄日時点で持続している冨作

旦主主Lエヒ丞堕は、該当する項目にチ昇ツクをし寸もてください。
診断書に掲載しているiiIJf'F，用の項目以外の副作用が生じている場合は、治療に使用した薬

剤名、即応寵及t絹IJ作用め状況について詳しく記載してくださし、

4，エイズ発症の既往の有無

診断趨の現定日以前に、エイズを発症したことのある場合は 『有JにOを、発症したこと

のない場合は f無JにOを付してくださ¥¥

5 回腹不能なエイズ合併症

エイズ合併症が回復荷Eに陥り、日常生活のほとんどが全面的な介護なしでは過ごすとと

ができなし吠態をいいます。回復不能であるかどうかの判定ば診断書作成医の判断でお願いし

ます.

6 肝炎の状況

ヒト免疫不全ウイルス感染者が、肝炎を発症している場合は、肝炎のタイプにチェックを

入れ検査所見綱、臨床所見綱を記載してくださ川

なお、臨床所見澗の 「腹水」は、治療により軽快ずる場合は「有JにOを、治療を行って

も軽快しなし場合は「著」にOを付してくださ川

裏面

⑭免誼檀能障害

[記載例]

(平成 o .李o~ 0 日現症)

2 身体!E状匂
のS胴1時間以ょの安僻目民保を.曹とする寵ゆ強い倦怠$&ぴ
民成労tß~IJI I :.7 sl':tl:ある
''''指信仰.行eため 健常時刊に比CIO品，U.I'.ρ"重歳少がある
''''に 7 日以上の不主の提言~ (~包'tJ;IJ:) 4戸2タ月以上続〈

t曙a盆臼a麟醐前白削.叫i圃圃臥U土.t.咽闘聞踊酎を帥.包L川叱賓輔施した団遭‘繊肘'肘す刊る竃副近2園酢n倹蝿蓋総闘援を 回t “ a 閏邸此土M勿哨a雌状制制Aな加.'‘い、 L凶~民隊断下附脚直n
Eλし仏， -1書.右の.にi除まその平均値をEλして〈ださL‘.) I(ゆilL U仁2隠以J上bの町勘昨止'島bるb吋惜主'"分以上の司稲‘g気.. が3明月に7困

I l:.Llある
脚間四C<肘制州日(f)，tj同開する
1!lItF.II1 vaHtに&る困需剖刷工点"が生じる胤.刷Sある
''''''、@の信弘民を総<>1舵Hlvb阪は去を;彪嵯Lて、る隣合包u. ~事 } 
IIJltJ.tJt満品の摂取~止宅専のn常生Mi/;・.t.鮒rn，t:.~である {開j. !l ) 
m 開場拡""'.財ンジグ札制純血眼鏡タνイルル匂ν~， -
l伝現世歓瓜膚尖~.ンクローム肺目指見必挽鋸の酎!~I;t，る {宥 ー " 

刷牌...闘にえ"宜1-11Vb院制l't-dr.N-喰cである {はも‘・(i'¥調。 }

五諒子品11VJffLロ刊号jFJI抑制官|4?会ズ脱の闘の|5pg摂府誇摂取F[…剛山問 、…削臨時る
|| 布 @ I はい・~

l全型t主 0'0・Q 事的艦

237 
ぬ
樋
@
E
@
@

術

省

hAω
有

術

8 肝災の状況 {口 MIlUI: 】 tlill c~l 口その他)) {IH慢を集盆してい盈渇合怯必ずEaして〈倍き ~'.I
(2)臨服務見

.副Ii'HUI 切。，; 附限貨置による x，閥必によるそω他(
肝碍倉 包~ • .fi (代a阿倍 寡.慣性 1

'"・ ~ø 【君。，町
府険制 li 也~， {f!l 年以内'.雌Lたこkがある】
腹水 {盟I 有者
副略化守山m t~ 省"宅以内に鬼庭L丘二l: ~I-'?】

開ピリルピン慌の闘をきた門事剤師胸')0 同 町}

Il 
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I⑮その他のi障害I

ヒト免疫不全ウイノレス感染症とその続発症、副作用により、悪性腫湯(※)、精神疾患など、日

常生活、社会生活に支障をきたしている他の疾患が見受けられる場合には、モの状態についても

記椴してくださv¥

<*カポジ肉艦、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ腫、浸潤性子宮頚癌、庇門癌、肺癌、

ホジキンリンパ腫に限る)

[@規定時の日常生活活動t握力及び労働能力]

現定時において、感染者の日常生活がどのような状況であるのか、また、どの程度の労働がで

きるのかなどを具体的に記載してください。

[⑪予後]

診断書作成時点において想定される予後を記載してください。不明である場合はその旨を記載

してくださv'o

裏面 [記載例〕

⑮ その他の障害 (平成 O 年白 月 oB漫盆)
1.品:状 ，.姐 n，担割
'"日世謀説 '"血按・生化学情葺

0<1'0月、ホラキシりンパ躯を聖控. 検a.位 車自週明値
周年0月より葺帽骨車在行い、現在は寛解状態にあ吾

#血 Z軍政 万". 
へ号グo.ン前日E .1" 

11'.再世田可能性が畠り、経過観察中. へ.，ト?9 l'ト % 
血情抱彊白 ./1' 
血情Tkプ電ン ，JdI 

，，)値寛iJi且
。年o月、畢邸1;:瞳腫がある町在自覚す否. (21 ~め也前静"'.描

事汗b叱》どく、槽畠盛ちあった.

現在[ま落ち着きつつあるち、多少症状は揖存して

いる，

3 人 ι臓器;，予

'"λ工虹門遣段担・有 遺畠年.JJI1:市崎 司匹 n n ，.)自己帽"仰常時車" 第イf 岡崎q'll 日!~，肱 年 n 闘
開訓J~JJ 嗣，単.，. 年 月 日 院7年JIII:唱. 苧 JI 同

信}臨時世史断定・布 珪足早月It :'平成 " JI 11 1日完全尿失埠~飽 . .有c>予-7'"割問:平成骨， 刈 "' 開制"・JHI!単戒 • 月 N 13'舗師匠週酎ヨー有 手掛年JIIl:平成
‘ー

n n '"そ町民ゆ..!ff 盤‘'ir( 》調，~年 n U) 

@ 
温室障の日常生活活

常Cじて生D活い4値lるZ茸は.抗障200を超薬してのえて副い作る回用.復就しに労てよきて精困神難い症詰る状状が態、で呼抑ガ窃吸ラ器コい榔て感染い躍重がるな出.どを繰り返し 免寵働不率全感輯古躍あはり理‘ 島鰐カ及び労働能力 証日 をHきIたV 吾は 現し、事躍による

(必ず記入して下さいl

@ 
予 後 車続的に治寂が必要である.

'"ず記λLて下さい

d骨
備 考
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障害年金の認定(ヒト免疫不全ウイルス感染症)に関する専門家会合

意見書

平成22年 12月
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1 はじめに

ヒト免疫不全世イルス感染症に係る障害については、「ヒト免疫不全ウイノレス感染症に

係る陣害認定について{平成10年2月4日庁保険発第1号通知。以下 「認定における留意

事項」という。)Jにより認定が行われている。

具体的には、続発症の有無、その程度、検査所見、治療及び症状の経過を十分考I置し、

労働及び日常生活上の障害を総合的に認定することになっている。

このように、平成10年の認定における留意事項をもとに認定が行われているが、その後

に明らかになった新しい医学的知見を取り入れるよう各方面から見直しが求められている

こと、また、これまでも診断書の記載内容が必ずしも十分ではない事例が見受けられたこと

から、認定における留意事項をより明確化することを目的と Lて本会合が本年8月に設置

されたものである。

本会合では3回にわたって議論を重ね、専門的な見地から以下のとおり意見を取りまとめ

たので報告する.

2 障害認定に必要な検査所見及び身体症状等について

ヒト免疫不全ウイルス感染症による障害については、①診断書を作成する医師が申諮者

の障害を客観的に評価し、②日本年金機構で障害認定の審査をしている医師などが官、定を

行うこととなるが、その判断に必要な障害の状態を明確にした上で、 診断書の記載を求める

』とともに、確認することが望ましい。

なお、障害認定に必要な検査所見及ひ・身体症状等に関する具体的な内容については次表の

とおり整理するこ止が適当である。

(1)検査所見

検 査 所 見

CD4陽性Tリンパ球数について4週以上の間隔をおいた連続する2囲

1 の検査値の平均値が 1級、 2級の場合は 2001μ且以下、 3級の場合は
3501μB以下である

2 
白血球数について 3，0∞/μB未満の状態が4週以上の間隔をおいた
検査において連続して2回以上続く

3 
へそグロピン量について男性 12gIda未満、女性11g IdB未満の状態が

4週以上の間隔をおいた検査において連続して2回以上続く

4 
血小板数について 10万fμa未満の状態が4週以上の間隔をおいた検査

において連続して2回以上続く

HN-RNA量について 5，は旧コピー1m叫L上の状態が4週以上の間隔を
D 
おいた検査において連続して2回以上続〈
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(2)身体症状等

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

別添B

身 体 症 状 等

1日1時間以上の安静臥床を必要とするほどの強い俗書感及び易疲労感

が月に7日以上ある

病態の進行のため、健常時に比し 10%以上町体重減少がある

月7日以上の不定の発熱(38"C以上)が2ヶ月以上続く

1日に3回以上の泥状ないし水様下痢が月に7日以上ある

1日に2回以上の岨吐あるいは 30分以上の咽気が月に7日以上ある

動樽や息苦しくなる症状が毎日のように出現する

抗HJV療法による日常生活に支障が生じる副作用がある
(1-自の症状を除く) (抗日 IV療法を実施している場合)

生鮮食料品の摂取禁止等の日常生活活動上の制限が必要である

1年以内に口腔内カンジダ症、帯状癌疹、単純へJレベスワイノレス感染f革、

伝染性軟属極、尖圭コンジローム等の日和見感染症の既往がある

医学的理由(※)により抗HIV療法ができない状簡である

※ 医学的理由とは、投薬による肝障害、白血球数減少などの副作用が

生じるなどの医学的事項による。

3 障害の程度について

ヒト免疫不全ウイルス感染症については、これまで他の内科的疾患と同様に、検査所見、

治療及び症状の経過、具体的な日常生活状況等により総合的に認定を行ってきたところで

ある.

一方、ヒト免疫不全ウイルス感染症は免疫機能障害という他の疾病とは異なった特性も

持っている。

このため、 CD4値(血液中に含まれる免疫全体をつかさどる機能を持つリンパ球数)を

中心とした特殊検査の異常値と症状などを反映できるような合理的な箆定手法について

議論を重ねた結果、本会合としては現行の I総合的に認定するJとしづ手法を維持しつつ、

前述のような合理的な手法を加え、労働及び日常生活上の障害の程度が客観的に見て妥当で

あるかどうかを判断することも必要である。

例えば、検査所見と身体症状等を組み合わせること等により障害の程度の目安を整理する

と次のようになると考えられる。
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O 上官e2(1)の検査所見の表に示す1に加えて3項目以上の所見があり、かつ、上記z
( 2 )の身体症状等の表に示す4項目以上の症状があるもの。もしくは、問復不能な

エイズ合併症のため、介助なくしては日常生活がほとんど不可能な状態のもの(※)は1級

と認定する。

O 上記2 (1)の検査所見の表に示す1に加えて2項目以上の所見があり、かっ、上記2

(2 )の身体症状等の表に示す3項目以上の症状があるもの。もしくは、上記2 (1)の

検査所見の表に示すlに加えてエイズ発症の既往があるものは2級と認定する。

O よ配2 (1)の検査所見の表に示す1に加えて2項目以上の所見がありもかつ、上記2

(2 )の身体症状等の表に示す2項目以上の症状があるもの。もしくは、上記2 (1)の

検査所見の表に示すlに加えてエイズ発症の既往があるものは3級と認定する。

※ ヱイズ合併症 (rサーベイランスのためのHIV感染症/AIDS診断基準J(厚生省

エイズ動向委員会， 1999)が採択した指標疾患と してあげられている合併症J)が回復

不能に陥り、日常生活のほとんど全てが介助なしでは過ごすことができない状態のことを

b、う。

4.診断書の様式について

上昔日2の障害認定に必要な検査所見及び身体症状等について確認することとしたため、

それらを書き漏らさないような診断書の様式に変更することが望ましい。

このため、ヒト免疫不全ウイルス感染症特有の症状等を適切に記載することができるよう

に診断舎の記載項目を整理し、検査所見、身体症状、副作用、肝炎などの項目を追加する

ことが必要である。

これにより、診断書を作成する医師は必要項目を適切に記載することができ、 日本年金

機構で障害認定の審査をしている医師などは障害の状態を的確に判断できるようになり、

障害認定が円滑に行われると考えられる。

5.おわりに

ヒト免疫不全ウイルス感染症に対する治療は、医学の進歩により、新たな治療薬が開発

され、格段の進歩を遂げている.反面、ウイルスを体内から駆逐するまでには至っておらず、

近年は悪性腫癒という重篤な疾患を引き起こすことがあり、労働及び日常生活に支障を

きたす事例も見受けられる現状を踏まえ、認定上の配慮が求められているとの意見がある。

こうした悪性腫蕩を併発する場合の扱いについても検肘した結果、現時点における学術的

な水準に鑑みれば、r!工門癌J、『肺癌J及び『ホジキン目ンパ腫』のような悪性腫窃については、

エイズ指標疾患のうち、カポジ肉腫、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ腫及び浸潤性

子宮頭癌と同様に、ヒト免疫不全ウイノレス感染症と相当因果関係があるとみて、「総合惚定j

または『併合認定」の取扱いにより偲定を行う必要がある。
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6. r障害年金の認定(ヒト免疫不全ウイルス感染症)に関する専門家会合」
の開催状況

国 開催日 議 題

(1)ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害総定

について

第1回 平成 22年目月 20日(金) ( 2 )具体的な症例に関する障害等級の総定手順及

ぴ非該当事例について

(3)その他

(1)ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る陳害認定

第2回 平成22年9月29日(水) にあたっての論点整理

(2)その他

(j)ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る陣容認定

第3回 平成22年 11月5日(金) にあたっての論点盤理

(2)その他

7. r障害年金の認定(ヒト免疫不全ウイノレス感染症)に関する専門家会合」
委員名簿

氏名 所属及び役職

岩本愛吉
東京大学医科学研究所

先端医療研究センター感染症分野教授

大平勝美 社会福祉法人 はばたき福祉事業団理事長

問慎一
独立行政法入国立国際医療研究センター

エイズ治療・研究開発センター長

木村哲(※) 東京逓信病院長

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター
白阪琢磨 臨床研究センター エイズ先端医療研究部長

HIV/AIDS先端医療開発センター畏

根岸畠功 ねぎし内科診療所院長

花井十伍 大阪HIV薬害訴訟原告団代表

※は鹿畏
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ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定方法変更にかかる事務取扱

(日本年金機構本部年金給付部給付企画グループ作成)

平成23年1月31日付厚生労働省年金局事業管理課長通知「ヒト免疫不全ウイルス

感染症に係る障害認定における留意事項の追加についてJ(以下、「通知』という。)に

より、障害認定方法が変更となること、ならびに新しい様式の血液・造血器・その他の

障害用診断書(以下、「新様式診断書』という。)を使用することから、今後の障害年金

事務について以下のとおり行うので対応お願いいたします。

1 .適用開始日

0障害認定方法に閲する事務運用上の適用開始日

<>新規請求・額改定(額改定請求・停止消滅屈など)→平成23年4月1日

受付日から

<>障害状態確認眉→平成23年4月生月者から

2.平成23年3月1日からの新様式診断書等の窓口配布

請求予定日が平成23年4月1日の前後に関わらず、平成23年三且1B f.J¥ 

皇請求者に新様式診断書 OJIJ添2)、記入上の注意(見IJ添3)を渡してくださ

い。特に、ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害年金請求等の相談者につい

ては必ず新様式診断書‘記入上の注意及び記戴要領(医療機関配布用)(別添

4)を手渡すようお園いします白
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3 上記 r2. Jへ向けた準備作業

年金事務所においては、年金事務所・街角の年金相談センター・市区町村への新

様式診断書・記入上の注意・記載要領(医療機関配布用)の配備・配布のため、次

の準備作業をお願いします。印刷数量は適宜調整願います。

0事前準備

別添2の新様式診断書PDFデータを基に、プリンターで診断書を印刷してく

ださい。

o注意事項:①A3両面でカラー印刷すること。
②表・裏の上下の向きは従来と同様とすること。

③管轄市区町村・街角の年金相談センターの配布分も印刷

すること。

別添3の記入上の注意、jJlJ添4の診断書記載要領(医療機関配布用)について

も管轄市区町村・街角の年金相談センタ-~i!布分も印刷してください。

0市区町村・街角の年金相談センターへの配布

oお知らせ文(見IJ添5) ※ 市区町村への田布時
o新様式診断書・記入上の注意・記載要領(医療機関配布用)

※ 点検要領(職員配布用)(jJIJ添6)については機構内向けのものです。市区町村

に対し配布しても構いませんが、あくまで機構の行う業務の参考情報としての配

布としてください。

※ 年金事務所・街角の年金相談センター・市区町村とも余裕を持って平成23年

3月1日からの対応ができるよう迅速に準備等進めていただくようお願いしま

す。

4 受付と通知の障害認定方法の適用

O 上記 r2. Jにより、平成23年4月1目前に新様式診断書を添付して年金請

求等があった場合は、そのまま受付をして構いません。ただし、障害認定方法に

ついて通知の適用はありません。

O 平成23年4月1日以降に新様式でない診断書を添付して提出があった場合

でも陣害認定方法について通知を適用する必要がありますので、出来る限り請求
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者等へ新様式診断書での再提出を求めてください。(難しい場合は医師照会等で

対応してください。)

5 相談受付時等の診断書の点検

点検要領(職員配布用)(別添6)を活用して事務を行ってください。

6 認定事例の収集

国民年金・厚生年金保険年金給付業務処理マニュアルP1 1 1により機構本部年

金給付部給付企画グループへの報告を行っている新規請求時の認定事例の収集は

今後も継続します。

7 障害認定結果の認定調書等への記載

障害認定時、障害基礎年金においては障害状態認定調書、障害厚生年金について

は障害状態認定表に認定結果の記載をしていますが、通知の適用により、ヒト免疫

不全ウイルス感染症に係る障害認定についてはどの認定方法がそれぞれどの等級

であったのか確認する必要があります。つきましては、障害認定時に認定調書等に

以下の記載例に従い認定結果を書き込みしてください。(なお、記載の有無は、上

記 r6. J認定事例の収集時に給付企画グループで確認を行います。記載がない事

例は返戻します。)

く認定調書等への記載例>

[H 1 V認定結果1

10年通知 =今O級

23年通知A =今ム級

23年通知B 司等級不該当

8 平成18年3月13日付社会保険庁運営部年金保険課課長補佐事務連絡

これまで、ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定については診断書に

r. . . C D 4リンパ球数値、ヒト免疫不全ウイルス-RNA数値等について現症
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日の状況を含めた直近の3回連続した成績を記載・・・・」など事務連絡に従い事

務を進めておりましたが、新様式診断書においてはこの事務連絡は適用しません。

9 管理帳票等の要求

平成23年1月4日付【給付指2011-3】「ヒト免疫不全ウイルス感染症に

係る障害認定方法ならびに血液・造血器・その他の障害用診断書の管理帳票等要求

(指示・依頼)により平成23年4月分の新様式診断書の管理帳票等要求が必要で

あることをすでにお知らせしております。要求が漏れている年金事務所においては

早期に要求を行って〈だきい向管理帳票の要求については以下を参照してください。

0管理帳票の要求が必要である新様式診断書の帳票名

=柑0.511-5 国民年金厚生年金保険船員保険診断書

(血液・造血器・その他の障害用)

0平成23年4月使用分の管理帳票等定時要求締め日

=令平成23年2月10日 (木)

※ 年金事務所においては、定時要求を行う際に、管轄市町村配布分あるいは街角

の年金相談センター配布分も考慮して要求を行っていただくようお願いします。



86

⑨ 
国民年金
厚生年金保険
船員保険
共済年金

別添2 新様式t参断書

書( )問岬の7聖植f血誌の障害エ 人

IW 断

"リガ十l
平開和成氏 名 年 月 日生( 女

住 月時
闘地内聞番号 | 君臨布 町区

区 村

rD 障害の原因 <ll悟摘の発生年月日 昭平和成
嘗輩揮で..• 月 国 t車草人司申月立て白

とな古た

傷病名 ③①のため初めて匪 昭和
嘗曜陣で喧薗

師の齢躍を受けた日 平成 '" 月 日 t本人軍司申用立て目

@悔病の周囲
日，1骨既存 |⑥既往症|

又は瞬悶 相齢年月日(昭和・平島 年 月 陣書

qぅ司E摘が拾った(症状が固定して楠樹 悔病が拾っている場合 一，抽ョた日平成 年 月 日
.包• • の効果が期待で事ない杭踏を含

む。)かどうか@ 悔病が治っていをい場合…一症状のよくなる見込 羽町 無 不明

@齢断書作成医療慣聞に

おける樹齢碍所見

初 .. 年月目

t昭和平0: 温事 月 目〉

'" 現在までの治療の内
歯車聞置 牢聞 園‘月平均 園

響、期間、経過、その 手 ，IL一一
値の嘗考となる事項

衛手構名(

歴手荷年月日( 隼 見 防

@現書在の症状、その他

考となる事項

⑪ 
現在

..揖カ
計 ー 一 司 u

右眼視岨 .~ 
身長 " . 抽 健康降 且a 左圃揖思 .定

" 
測

聴力レベ凋レ 量且画面明暗宜 .犬 血血凪.

r~. 草 w:1 視野 • • I 曲dB|l %% 
血 a.・e . ，、 四日g

⑫ 館技館区骨褒 〈率成 a事 月 日， <歯車す晶司島町聖書ιでどれ島一つをO'圃ι"'l."{I!l!ぃ.，
属〔お

T 鯖症状で科会摺勘がで，.飼慣を岳け晶ニとなし聾調前と同事に.畠曹え晶私的

イ 居直町症状が島1 肉体~."嗣置を費けるが.軒‘帳場暗中直量l且で，るもの 倒えは、聴い車事、事調なr ， '、

ゥ .骨平身骨量bりのニとはで畠るが、時に少」介助が~厘なことも島号、陸曹歯はでーないが、日中の却怖凪よほ起屠Lてい晶もの

末文字の綱は

， 身町まわ町のある程富町ことはで事畠が‘L.11'L.IJ'介助が.暑で、日中町明%札ιは昆脂Lて担守、自力では屋外への外出晦がl茸沼市可能と辛苦たも町
* 身め宜わ申のこと 阜で畠ず、需に介助を是聾とし‘軒回世"'.弛いら..括勘町帽聞がおおむねベット周辺に植られ晶もの

陣 曹の杭鯖

⑬血清 ・遭血揖〈平" 年 月 日現盛}

1 臨床所見 2 血植検葺成蹟 {平民年 月 Bl 
'"自覚症技• ~ a ，. 有・曹] '"末楠血 量 {イ1骨量• 悌 {揖 a 有+靖1 持‘ 血 • X方'，p.t 1i鞭掴胞 寓万<"

息 切 礼 {栴 ー有・著) へそグロビン過度 ，，~ "横車 <" 
~ ~ {揖・有・著) へマト?リヲト 叫 ~芽理 % 
関車産技 "属 e 有事] 。血 " 

1，，1 111 佐 重量 % 
轟畠 . 性 (鯖 ・有・著} 罰 4立 要a 41t I} シパ球 % 

{イ}他量所見 調陣 寝食 判 剤耐細砲 晶

リンパ節..  (島・有 a 薯 } リンパ草 .' 0:駐車(G注意芽珠慣との比IG届
出血帽 向 I車..宥著) 鋼的価 .. 調』

，胸 週量 l鯖・有・署] 血小型， ，万..引出血傾向

てださい〈
肝 a ，. 有著} 鋼部..散 匙 出血時剛{控]分

" 
贋 (撫・有 a 膏 } 血摘.u自 1i'd1 APTT(草草値秒} 砂

2 輸血の圃敵及。轟量

エその他 |四|叩 |山H1時間値|凹i
胞 ~ 

“ (平成 ‘ド 月 日~平鹿 ~ 月 Bl E その他の所見

4 轟盟国子製剤'"楠注の固量生及 v'量

聞 ~ d 

{平底 ‘事 月 日『平底 年 月 日}

E 造血幹細胞移植

無 + 有 {平属 隼 月 回}

経過(

〔
お
繍
い
》

幡綱床
zm
見
等
は
.
B
-
B録
に
轟
づ
い
て
わ
か
る
範
霞
で
包
入
し
て
〈
だ
き
も

窓人の陣曾の程度.ぴ~鯵"鰻聞係f.l. I : I~1i!入するnはありまぜん. I鑓関係な・は 偶舗により様滴して〈ださい.，



87

別講2 新樟弐醤断書

-m

，.E鋪
-
E

有
有
有
有
有

.， 

.， 
鋪}

〈有

《有

{有

し〈なる醐坤目のよ うに時間

日開滑に.陣地問削脚制

(I!tH [V・2在を実竃している.舎}
市

【有.， 
〈陪い いいえ〉

ロ """η'r 0 肝障・ ロ 野陣容ロ 8..隊書ロ伸長..  
その他〈醐除鵬開問副作用の開〉

無

)) 《内視鏡による晴雄による、その他(
【 代償性 、界代。慣例監 】

【1・以内にu したことがある)
週E

，がああ)

有

日現症}月会事{平成その他の障害⑮ 

，. .牽.. 
川崎帥叩

1 症状
【"自覚症状

.112... 位

一

a岬
一
%
一
四
一
川崎

一
一

一

単

一
双
一

一

一

一

一

一

一

:
 

豪
=
敬

一
度

一晶
一白

一
ン
一
一

一

1
 

一
幕
一
一

h
一
量
一
円

一
一

一

一
一

叫
↑
タ
一・

一
ル
一
一

一

一
血
一
釦
一
ト
一
'
一
ア
一
一

一

一

一
ぞ
一
マ
一
割
ー一

柵

一
一

一

一
惨
一
へ
一
《
一
a
-a
一
一

一

開制舗の験問
。}他 覚 所見

冒

a
R

R
R
月

年

年

毎

一
叩
軸

刊

関

岡

市

関
川
月
附

榊

博

明

関
節
也
アaN
 

有-m 

無宥，.・E・EのE時省行日

目

園

田

開

月

月

R
n
n

年

毎

年

毎

年

造殴.月日 ..  

倒値毎月岡平成

醐糊回開

館鎖毎月開平成

手術毎月日平a

.有

人 ヱ腺鯵等

'"人工広円追 .

3 

(同完全尿失鍍*・

臼n • • (0) 

指有

.省

"'録路復吏網野

"，新..底辺監贋
sam
引““

暗
闘-m酬wH

B
d
o
 

の‘
a
Hmp 
a

・
⑮
 

て下さい】

後

，~ず包λして下さい}

⑪ 
予

場偏

印

日

診療担当科名

医師氏名

月年平成上記のとおり、診断します.

病院又は診療所の名称

地在所
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【血液・造血器・その他の障害用診断書記入よの注意】

この用紙は.診断書を作成する医師に手濯して〈ださい白

1 この診断書は、園民年金、厚生年金保険又は船員保険の障害給付を受けようとする人が、その年金請求書に必

ず添えなければならない書類の一つで、初診日から 1年6月を経過した日(その期間内に治ったときは、その日)

において、国民年金法施行令別表、厚生年金保険法施行令別表又は船員保険法施行令~II褒(以下『施行帝国l褒」

という o )に骸当する程度の障害の状態にあるかどうか、又は、初診日から 1年6月を経過した日において、施

行令~II表に骸当する程度の障害の状態でなかった者が、 65.に到達する日の前固までの聞において、施行令別表

に骸当する程度の障害の状態に至ったかどうかを匝明するものです.

〔払この診断書は、ι田国臨民年金、1厚生年金保険又は船員保険の年金給付帥
人等についても、障害の状態が施行4帝守別表に該当する程度に晶る1かhド、どうかを証明するものです

2 診断書の様式は、障害の原固となった傷病に応じて次のとおり定めております。この診断書は、次のいずれの障害

にも該当せず、かつ、これらの診断書を使用することが適切でないと認められる場合に使用して〈ださい。

様式第 120号の 1

様式第 120号の2

様式第 120号の3

様式第 120号の4

様式第 120号の5

様式第 120号の6-(1) 

眼の障害用

聴覚、鼻腔機能、平衡機能、そしゃ〈・鴫下機能、言語機能の障害用

肢体の障害用(国民年金・厚生年金保険)

精神の障害用

呼吸器疾患の障害用

循環器疾患の障害用

様式第 120号の6-(2) 腎疾患、肝療患、精尿病の障害用

3 ③の欄は、この診断書を作成するための診断固ではな〈、本人が障害の原因となった傷病について初めて医師

の診療を受けた目を記入して〈ださい.前に他の医師が診療している場合は、本人の申立てによって記入して〈

ださい.

4 ⑨の欄の『診療回数」は、現症目前1年聞における診癒回数を記入して〈ださい.なお、入院回数1日は、診療回

数1固として計算して〈ださい.

5 陣害の状態」の欄は、次のζとに留意して阻入してください.

(1) 本人の障害の程度及び状態に無関係な欄に記入する必要はありませんo (無関係な欄は、斜線により抹消して

くださいJ なお、肢当欄に肥入しきれない場合l主、 ~IIに紙片をはりつけてそれに肥入して〈ださい。

(2) ⑮の1欄は、なるべく具体的に肥入してください.

(3) ⑮のZ欄I立、血液検査値のうち、病状を適切に表していると思われるものを記入して〈ださい.
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【記載要領(医療機関配布用)1 

ヒト免疫不全ウイルス感染症の障害認定に

係る診断書の様式が一部変更となりました

医療機関においては、ヒト免疫不全ウイルス感染者から障害年金の裁定等に必要な診断書の作

成の依頼を受けた場合には、次の点に留意され、診断書の記載漏れ等のなきょうご協力をお願い

します。

女氏名、生年月目、性別、住所、①....@欄、⑭、⑮、@澗は必ず記載してください。

く留意事項>

診断書表面

【②傷病の発生年月日】

q湖聞の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病と関連のある傷病
のうち、最も古い傷病の発生年月日を記載してください。

[@J)のため初めて医師の診断を受けた日】

告湖聞についても、任浦聞の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病

と関連のある傷病のうち、最も古い傷病の初診年月日を記載してください。

【⑤既存障害】

【⑥既往症】

ヒト免疫不全ウイルス感染者の身体の状態を判断するため、ヒト免疫不全ワイノレス感染症以外

の既存障害(血友病性関節機能障害、肢体障害など)や既往症(例えば、血友病、慢性肝炎など)

が存在する場合は、必ず⑤「既存障害J欄又は⑥「既往症」欄に記載してください。

【③診断書作成医療機関における初診時所見】

【⑨現在までの治療の内容、期間、組晶、その他の参考となる事項】

【⑩現在の症状、その他参考となる事項】

上記の「⑤既存障害」又は「⑥既往症」の傷病についても詳細に記載してください。

また、ニューモシスチス肺炎など日和見感染症等がある場合はその症状等とそれらの出現頻度

等についても記載してください。
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表面

I記載要領(医療機関即布用)1 
[記載伊日

② 

傷病の発生年月 日

昭 和

o 

拾った日

O年 O'0' 

日
司監隠

権 定

傷閉が治っていない場合 症放のよくなる見込 省 ⑨ 不 明

時間同出血Eよる康調節唖聞事化し多行制風間目

釘震により品C/.'刊IN可'/EfVを処方されU喰ガ、
期待症紙曙気'"・<~り 平成0年0月0自に自白匿にλ震と依り 筑ウイルス愈迭は中止と~っていI!.
当箆竃腕当時、C04 16， HIV-RNA・4.0)( 1 0・コピーと免蟹S陪〈 身体荷風で葱，.リンパ節の鍾患が宛られ".

[⑪計測]

。年0月1J'SnH1 V鍵3剣併循康法を随鎗したが、.作局が強く、。年O月に体2廃した.
CD4値はl50前後までE虫盤を"'"ていたが体実4量得。に低下し
。写O月崎点ではC041:200を下百円、血J板混少ち継緩してgり、
清銘状思11.きa組織笠を示していた.現在胡2闘lil5臨レ、治癒を行っても喝.

話iiiii評議議鍛品開抑制繍222制 ;?臨欄干の

身長、体重は必寸守百載してください。また、視力障害を併発している場合は、 視力や視野の検

査結果も記載してください。

表面 [記載例]

115 

!Rh事在レ

[⑫一般状態区分表]

ヒ卜免疫不全ウイノレス感染者の一般状態区分については、⑫欄に必ず記載してくださしLまた、

その際には検査数値、他の既往症、治療実績等を加味した上で該当する区分に記載してください。

表面 〔記載例〕

骨 ー曲技 lili!骨量 (平成O年O月08)(政当するものを書んでどれかっ，0で圏んでくださh、.)

ア 蟹，，~で社会話'院ができ 銅揮を受付ることなく 受鱗飼主同等にふるまえるもの

イ 経度の佐択がM ，肉体労債は剛限を受けるが歩行、 笹労働や陛実はできる也の 例えば 軽い家事事普な"

ウ 歩行や身のまわめの二とはできるが、時に少し介助~ll.1なこ企もあり 笹労.はでき必いが B中の50%以上は鑑磨しているもの

③ 抑制のある惜のこ出吋肱しばしば柵断、帥の5時以上tま僻しており自力で酬へ州出帆阿佐とf":'ltb(1)
オ 身のまわりのこともできず宥仁分助を必要とし 終日縫俸を跡、ら払 情働問範厨がおおむねベッド周辺ι限られるもの
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I記載要領(医療機関配布用)I 

[⑬血液 ・造血器]

血友病にも冊目見している場合は、 r1 臨床所見』、 r3 輸血の回数及ひ総量』、r4 凝固因子

製剤輸注の回数及び宣むの欄を記載してくださ川

r2 血液検査成績』、 r5 造血幹細胞移姫J、r6 その他の所見Jの欄は記載する必要はあ

りません

表面 [記載例]

。 血漉 量血書 {平成 O 年 O~O 日現隻}

1臨床 所見 2 血液検査成績 {平成 '1'. 月 日)

(ア)自覚症状 (ア}末梢血植 {イ)骨 省

鑑9l 11 君事 血縁 H万/μ血 有笛細 胞 X万/μa
動 停 '斗グロヒム〆・目E g% /《信 巨餓 Eま

/% s9A ‘ 息切 れ 内マトクリ?ト 赤.球

発関11・節8鑑2除住状I! 
自 • 1ま /μa 価総~

{ 著 ) 順位lJ
/-μ‘ a りン パ ~ % 

(1i.(liJ.t'1 
単リンパ E車E m痢断種的旅細(G飽)~g;:Jf~ (因 企のlt阻，h/E} /μ. 

{イ} 他覚 所 見
術a極的小細a緩 .. 

同万1.• 

g肝，'出ReYR血節傾随向飯S峰aE E 
綱，.血"1府k .. (ウ}出血傾時間向
血摘極量 .ft， 出血 { 国 分

APTT (Ji串値 秒} 秒

11 その他 卜~幽~伊軍僅l 盤噛|
3 柚血肉回散及l1'極量

。図 齢 00 mt 

[平成 O年 O月 o 日 ~ 平成 O年 O月 O 日}
6 その他の 所 見

4 輝固因子12m抽注のE量及び量
O図 It 00 m~ 

{平成 O年 OJlOH....平成 O年 0.0日}

5 造血幹細胞移植

. . 有 {平成 年 月 日)
量調E } 

診断書裏面

開漁疫酬 を軍糟1

1 検査成績

CD4脇姓Tリンパ球数の測定値は、 診断書の現癖日以前の4週間i以上の1m隔をおいて実

腕した迎縛する直近2回の織査結果を記入し、その2回の検査値の平均値も記載してくださしL

検査を行った日付も必ず記載してくださし九

白血球数、へそグロビン量、血小板数、 HIV-RNA量の測定値は、診断告の翠産E必
前の4週間以上の間隔をおいて実施した辿綜する直近2困の検査結果を記入してください。検

査を行った日付も必ず記載してください。

2 身体症状等

日数、回数、数値下痢相匝吐などの症状の確認は、カルテに基づし、て記載してください。

日常生活活動上の制服担とは生鮮食料品の摂取:111阻防止外に、生水の摂取禁止、脂質の摂取1M
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I記載要領(医療機関配布用)1 
限、人混みの回避が含まれます。

3 現在持続している副作用の状況

ヒト免疫不全ウイノレス感染者に対して投薬療法が行われ、現症日時点で特続している酬乍

用が生じている時は、該当する項目にチェックをしれてくださ川

診断書に掲載している副作用¢項目立外の副作用が生じている場合は、治療に使用した薬

剤名、服薬及ひ澗作用の状況について詳しく記載してください。

4 エイズ発注の焼往の有無

診断書の現庄日以前に、エイズを発症したことのある場合は 「有JにOを、発濯したこと

のない場合は 「無」にOを付してください。

5 回復不能なエイズ合併症

エイズ合井症が回復不能に陥り、日常生前のほとんどが全市的な介護なしでは過ごすこと

ができない状態をいいます。田町宣不能であるかどうかの判定は診断書作成医の判断「でお撤いし

ます。

6 肝炎¢状況

ヒ卜免疫不全ウイノレス感染者が、肝炎を発来している場合は、肝炎のタイプにチェックを

入れ、検査JiJi見湖、臨床所見欄を記載してくださしL

なお、臨床所見欄の 「腹水Jは、治療により軽快する場合は「有」 にOを、治蝶を行って

も軽快しない場合は 「著」にOを付してください。

裏面 〔記載例]

l 検査成績

{現匡回以前の4週閣以上の間隔をおいて実庖L全運穫するE返Z圃の・歪信援を
包λし 書右の欄にはその平崎値を包λLて"ささい.，

査項'1t-、旦F冒 単伶

~ .グロ ピン . I ~/<'i 

JL協議E

0.0 -0 
45τE 
1 3. 1 
Iττ 

鴻千
14. 8 
19. 1 

品川叫 6.1は0' 日 )(10'
、.略_R・".，v，司週周臥.tの間隔をおいて実庖Lた遭畿ずる直近'8同a・..寮を
EλLて<r:さいー}

有 @

ぬ
樋
閣
誕
⑮
申

Z

有

有
有

⑤
何

有

段

四

Jよdb})

はい ιe 
(口薬剤性 口 B型 C型 口その他 ) ) (肝災を~.している・合.必ずE録して〈佐さもU

(2)臨床 所見

食遭修脹・ "" 布 {内氏蜘は る X線透彫によるその他 {
肝硬 宏 明 省 〈代償他 州 慣性 }

肝細随 筆 {曾 有

肝位 脱佐 ~ . fi (1年以内に発銀したニとがある)
腹水 {盟 有 帯
禍化管凶血 ，.， 有"笠以内に受症したことがある}

(来ピリルピ シ 値の t鼻を 雪たず建剣の~. (伺 省}

)) 
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I記載要領(医療機関配布用)J 

⑬その他の障害1

ヒト免疫不全ウイノレス感染症とその続発症、副作用により、悪性服務(※)、精神疾患など、日

常生活、社会生活に支障をきたしている他の疾出、が見受けられる場合には、その状態についても

記載してください。

(※カポジ肉腫、原発性脳リンパ鶴、非ホジキンリンパ腫、浸潤性子宮頚癌、 1工門癌、肺癌、

ホジキンリンノ明重に限る)

[⑮現症時の日常生活活動能力及び労働能力]

現症時において、感染者の日常生活がどのような状況であるのか、また、どの程度の労働がで

きるのかなどを具体的に記載してください。

I⑫干後]

診断書作成時点において想定される予後を記嚇してくださしL不明である拐合はその旨を記載

してください。

裏面 [記載例〕

⑮その他の陣容 (平成 O 年口 月 O 日現盆}

1. IE. tt: Z 陪宜疏訓
'"白 貨車~ '"血檀+生.~情宜

。年c月、ホヲキ〉リンパ腫を尭置. 肱宜H ψ 位 車置.噌恒

同年O月より軍物療置を行い、現在は毘解状態にある
#血 量， . 万111I 
門司Hl'ut':-温度 ，I~ 

が再尭由可能性があり、軽過観事里中. へ7 ト，リット % 

直 1胃障慣(， ，IN 
血清7.ブミ J ，/N 

(2)地.;，見

0'1'0月、頭部に腫脹があ吾のを自寛する. '" 王町自色町検査底瞳

事，干がひどく、惜息串ちあった.

現在1<1落ち着きつつある宅、多少曜拭1<1輯存じτ
いる.

3 人 i 臓器 苛

'"人 L虹円量a 蝿・骨 通D;1f.月日平成 年 R 目 {引 自己噂憎の常時随行
"“ 
聞拍年""平. 官手 1月 開

開閉年月日 4成 qド " 
同 糾「年同11;平成 年 月 " (t) A開司E買掛曹 • 通陸￥1111:軍" 角長 月 関 (5)完全.央措~蝉 .11 . 4i (由宇ー干，レ国置平成 年 " 

目)
開制平月目 .. 年
" 
R 

'"軒掛院通liI: ~‘有 字情年月H 平" 年 月 " 
相}その植の F耐 圃・ If( }平成牢

" 
日}

⑩ 
現重崎の日需生活意 CD4値lま200を超えて作固橿してきて輔い症るが、呼帥晒器感状晶盟症などを韓議り返JOし、免吾疫撞不舜主状腫1<1遍
勘量カ及び労働随カ 証している.抗隊HIV認の副周による神状世でうつ が出現レ、 によ 感ちあり、

日常生活に支をきたしている.就労は困難な悠が続いてい吾.
{必ずEλして下さい]

@ 
予 a食 永続的に温療が必要である.

，~ず記入して下さい}

@ 
備 考
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平成00年00月00日

市区町村国民年金担当課御中

日本年金機構00年金事務所

血液・造血器・その他の障害用診断書等の送付について

日頃より年金事業の運営にあたりましては、格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

この度、平成23年 1月31日付厚生労働省年金局事業管理課長通知「ヒト免疫不全ウイ

ルス感染症に係る障害認定における留意事項の追加についてJ(以下、「通知」という。)が

示されました。市区町村においても、先に地方厚生(支)局年金調整課(年金管理課)よ

り同様の通知が示されているところですが、別添のとおり新しい様式となった血液・造血

器・その他の障害用診断書(以下、「新様式診断書』という。)、記入上の注意、記載要領(医

療機関配布用)及び点検要領(職員配布用)を送付しますのでご査収ください。

なお、平成23年4月1日から通知に従った事務ができるよう以下の通り事務を行いま

す。ご不便をおかけしますがご理解を賜りますようお願い申し上げます。

<通知の障害認定方法に関する事務運用上の適用開始日>

<>新規請求・額改定(額改定請求・停止消滅屈など)

平成23年4月1日受付日から適用開始

。障害状態確認届

平成23年4月生月者から適用開始

請求予定日が平成23年4月 1日の前後に関わらず、平成23年3月 1日から請求者に

新様式診断書、記入上の注意を渡してください。特に、ヒト免疫不全ウイルス感染症に係

る障害年金請求等の相談者については必ず新様式診断書、記入上の注意及び記載要領(医

療機関配布用)を手渡すようお願いします。なお、平成23年4月1日前に新様式診断書

を添付して年金請求があった場合でも受付して構いません。ただし、その場合は障害認定

方法について改正通知の適用はありません。
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【点検要領(職員配布用)】

ヒト免疫不全ウイルス感染症の障害認定に

係る診断書の受付時等の点検要領

厚生労働省年金局事業管理課より、平成23年1月31日付「ヒト免疫不全ワイルス感染症に

係る障害認定における留意事項の追加」に関する通知が発出されたことに伴ない、平成23年4

月1日から、ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定方法ならびに障害年金請求時等に提出

される診断書の様式が変更となるため、診断書受付時等には、特に次の点に留意して、診断書の

記載漏れ等のなきょう対応をお願いします。

1.障害認定について

平成23年4月1日からの障害認定方法は別紙図1を参照してください。

2.診断書の確認について

年金請求書等に添付されている診断書について障害認定に係る必要事項が記載されているか

どうカ曜認し、必要に応じて診断書の補足部分について再提出を求めてください。

診断書受付時等での留意事項は以下のとおりです。

く留意事項>

女氏名、生年月日、性別、住所、①~⑩聞、⑭、⑩、@欄の記載があるか確認してくだ

さい。

診断書表面

【③診断書作成医療機関における初診時所見】

【⑨現在までの治療の内容、期間、組曲、その他の参考となる事項】

【⑩現在の症状、その他参考となる事項】

「⑤既存障害」又は「⑥既往症」欄に記載があった場合は、その傷病についても記載されてい

るカ樺認してください。
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表面

1点検要領(職員配布用)1 
[記載例]

由 @ 昭 和 零需脅
障害の原因

後血肝炎重王性病(免A漉不全症候群
傷病の発生年月日 《ユ~ 0年 0'0目

{年 月 日)
となった

傷病名 慢性C型) ~(j)のため初めて医師 日O年 O.0制
剣駆除で

志( のて
の>>，..受けた日 年同日)

申傷病の陳凶
制因;習も平 F既存 血E靖世間由症 申 既控室 1:血容血小性仮貧減血少、反復性肺炎又は誘因 初白書年R 慮 。年 O月 O日} 障害

曲目属病が治った(証状が闘定して 傷病が拾っている場合 ー・拾った日 平成 年 月 R 
確 m

治療の幼果が期待できない状態
緯 定

を古11.)かどヲか 慣病が治っていない場合 症状のよくなる見込 有 @ 不明

@診斯書作成医療機 右E調節内出血による庫調臨ι睡眠11事化し、多行制限あり，

閣にお付る初診時所見 前医によりM虻/RTV/岬V/EFVを蝿方されていたが、
鴨神症貌屯幅M噛〈結り.平盛口年0月0自に前"'1;:λ院とuι 抗ワイルス軍法は申tとなっていた.

初D年月日

(帥 正副旧年O即日}
当院転院当時、CD<I 16、HIV-RNA量 4.0xl0‘コピ と免"能低く‘ 身体桁買で盟副リンパ""恒温11見られた.

2在 までの刊の 。年0月か缶抗HIV薫3剤怖用量謹を開惜した11.副作用が強く、。年O月に休寓した，島商百平l叩 24日 月平崎 2 回CD4画1<1:3501抽まで白書を昆めていたが‘体藁盤、信.，低下い
。年D同時点ではC041<1:200を下回り、 血小極道少も継続しており、

手

内1'<.1.1判良品 その 調再就堕11続昔、易嘩揖性を示していた.現在右月2回{孟ど過'"い泊掴を行っている， 僻手桶名

他の4参考kなる事項 Z極 手術年H日{ 年 n 目)

@現在の症状、その
。副.等隊.. 用0月F畑崎，抑閉仰向で止a物E記OWの思よ食周生ラu活をeqへgpのカ比Sぜ碕H健ぎ霊蝿る的Eをほ得.纏JUdaどh隻uut語Em.tmしかたlSe犬しきe日か"開っm・寛た@H議'盈伶予3咽自粛負の担嵐周&眠吹中きか止不3可~.艇刷でるり1va'a体豹m貧によ必罰規み也はaらaず械lの

他怠考となる事項

[⑪計測]

身長、 体重が言古載されているか確認してくださしL また、視力障害を併発している場合は、視

力や視野の検査結果が記載されているカ畔雫Eしてください。

表面 [記載例]

175 

!R/J害者tノ
134 rnmlJ 

[⑫一般状態区分表]

ヒ卜免疫不全ウイノレス感染者の般状態区分については、②欄に記載されているか確認してく

ださい。

表面 〔記載伊H

由 一 般世塵匡分量 (平成 O年 OflO日)(紘当するものを選んでどれ治一つをOで掴んでくださいJ

ア !!Hf:ttで社会活動ができ、制限を受げるこ };f~( 建筑前と阿智にふるまえるもの

イ 健度の症求問あり 肉体労働は制限金受付るがt暴行、笹労働ゃa!l:I.できるもの 例えば怪い家事事務など

ウ歩行や身のまわりのこと"できるが、時に少し介助語、必要なこともあり 笹労働はできないが 目中の50%以上は庖属しているもの

① 身のまわりのある闘のことはできるがばしば酬明で日中の5州上糊口刷、自力では屋外への酬が111!不可能昨今たもの

オ身のまわりのこkもできず、常に介助を必要とL終日離床を旗、られ活.の範盟がおおむねベッド周辺t隈ら礼るもの
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I点検要領(職員配布用]

I⑬血液 ・造血器1
血友病にも程署員している場合は、 r1 臨床所見」、 r3 輸血の回数及ひ総量」、 r4 凝固因子

製剤輸注¢回数及び量」 の欄が記載されているカ鴨認してくださし、

表面 〔記載例〕

骨 血車ー量血畢 (平成 O 年 O~O 日現盆}

1 臨 床所見 2 血漉検査成績 [平成 年 月 日]

{ア) 自覚症状 (ア}末 梢血厳 {イ}骨 髄

疲動息発調11節感労切症染性感停れ状然 !?ijj 
.. 血 書家 X万g/%/μZH a 省巨繊観細s胞a X万/μ・
~号グ'g~/麹賓

fM% 鴨a 
r、守トクリアト

" 芽 EEeR 
自 血 温度

/ff% ，μμa e e 

. .宣
.微量a リンパ "

'‘ 単リンパ 埠車 額術融的，.・(Q88taF芽奪回企の陀 (G‘V') 
(イ) I! lt所見 縄血問的小結胞板 ‘ 百万/， I 

紫肝，'凶ンem血節傾腫向脹斑腫腫

鋼部血埠It も (?)出血傾向

血槽It彊自 ./dI 幽血"問!秒t)} 分
A PTT (基壇画 秒

エ} その 他卜~幽 8叫盤岨|3 輸血町田敏及lJ誕量

。回 H 00 ml 
6 その他の 所 見

(平成 O年 O月O 日 ~ 寧itO年 O月O 日l
4 誕固因子盤鼻;槍註の司散及び量

O困 8キ 00 mi 

(.Iit 0年 os 0 6 - 平成 O年 O月o 日}

s 造血幹細胞移植

無有 {平成 年 月 日)
量II

く診断書裏面>

[⑭免疫機能障害1

1 検査成績

CD4陽性Tリンパ球数1土、診断議の現症日以前の4週間以上の間隔砂おいて実施した連

続する直i斤2回の険査を行った日付と検査値が記日;産されているカ咽藍認してください。また、そ

の2聞の検査値の平崎値についても記載されているか確認してください。

白血球数、 ヘモグロビン量、血小板数、ト-11V-RNA量は、診断書の翠韮旦必益企生週

間以上の間隔をおいて実腕した連続する直近2回の検査を行った日付l-柿脊怖がそれぞれ記

載されているカ咽鶴ZしてくださしL 検査を行った日付も記載されているか確認してください。

2 身体症状等

日数、回数、剣直 下剤明匝吐などの有無などについて記載漏れがないカ悌認してくださ

し、。
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I点検要領(職員間布用)1 

3 エイズ発症の既往の有無

いずれ州こOが記載されているカ弔問、してください。

4 回復不能なエイズ合併症

いずれかにOが記秘されているカ唯認してください。

裏面 [記載例]

⑩ 免症撞能障害 (平成 D 年 O 月 D 日現症)

1 験査成績 2 身体催状等

." 柚.， 単 位 0・0.01 0 ・0.0 平均値 ①l日1時間以上町安静臥庇... 曹とする帽の強い惜怠喧及び
易産労嘩が月に7日以上ある [ 有

CD4閉宝円以i:!G::11 1l ~ I 246 I 228 237 111%摘草の曜行のため、値常時Jこ比l.10%以kの体嘉誠少がある ('I" (!'I ) 
@月に ;，以上回干定の究用 {a8"C以上) ~; 2ゲ月以上続く { ・ ) 

{現症回目首相4週掴以上回圃闘をおいて実直'"通帳す.直近2固四憤査陪畢を @1 113回以上め~"ない'*陪"帽が月 iこ 7 日以上ある (且有 .， 

E入L、ー番事的掴にはその平同値垂EλLて〈ださい.) lilll IU: 2嗣以ょの唱吐あるいは30分以上の幅えが月に7E ((有if) ) 
以上ある

量咽 検査n 単lil I 0-0 ・o 0-0-0 低血判事や息宵"なる軍制市日のように出世する { 有 司申 }
白 a 正J: 1:1 ( Jl~ I 4580 4650 ⑦{rtll I V班世による日常生前1二*障が生じる副作用がある

へモグロ rン量 dR I 13.1 14.8 1I ((l)-蜘献を樟(){開11V痕訟を実施している場合"畠 揮}

血 小軍監 万/dI 16.6 19.2 髄 旧日品哨帥止等r!)11 :i:'t':i.5i，抽上の制限..必要である (田 原}

H1V-RNA量 ~t" -1叫 6.1)(10' 5.3)(10' 11@1年世世こ口問柚ンジダIt帯載車庫、単純ワイルスへか'̂ 暗闘t
{園田前回4醐臥土棚踊壷おいτ実施 I，.. t~直観する酎Z闘の師同壷 同 性剛圏、 蛙=以ローム蜘日和岬腕の闘がある{有 ‘血}

EλL "r<聞い.， 腕字的埋由I:l:'J抗"'哨酎Eで甘い醐 ，''*'6 (1主い 巴:}'
3 現在持続している副作用の状況 ノ 4 エイズ発胞の既往q)I 5 例復不能なエイズ合併他のため
U代首異常 日 開'7ra7-r--口 肝障害口 腎障 害 苦 情神障害 口 神程障 害 有里 介助なくして11R常生活が
ロ その他(彊;剤名.服喪現況及I地1作用抑止R況) ほとんど不可能な状態である

l有 @ 出 ⑪

6 肝炎の状況 (口 薬剤性 ・ 口 B型 . Efc聖 口その他 ) )叩量豊覧室してい晶場合"必ずE量して〈ださいJ

{l'横査 所見 (2'臨床所見

情届噴E 帽E四 単位 0.0 ‘o 10-0，0 食道時服錨 有 (内棋植による.x韓造自民による‘その他))
血構アルプミ， 1Rld!' I 0.0 10.0 肝 硬変 有(代個性、非代慣性 }

も ST(GOTll 00 CO 肝 細胞事 有

A t. T (r. l' T】 00 I 0C 肝胆 性脳症 ， fi (1年山著内に聾躍したことがある]
17 U トHンピン嶋 本 有 ・

|時間 間化菅出血 宵"事!l内記提出したニとがある]
ピリル" 醐 Ir.tl 0.0 10.0 I(掠ピリルピン値の上昇をきた 剤の酬 明 ・ 宵}
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I点検要領(職員配布用)1 
[⑮現M.時刊の日常生祈所動能力及び労働能カ]

現症時において、感染者の日常生活がどのよ うな状況であるのか、また、どの程度の労働がで

きるのかについて記載されている泊唯認、してください。

[⑪予後]

診断書作成時点において想定される予後が言d主されますので確認してくださしL

裏両 [記載例]

⑮ その他の陣曹 (平成 O 年 O 月 O 日現盆)

ト 也状 Z 情配 慮掴
，))白骨，慌. ，，)血擢・生化千晶"

。年o月、 ホジキ〉リ〉パ腫を尭症. 制 院̂''1'11位 植民晶軍値
同年O月より薬物頬Eを行い、現在は毘解状態にある

#血 相組 月11'， 
円 寺 グ H ピJ揖直 ，'" 

が再尭の可能性があり、程温観車中. へ7 ト，リ， ) 私
血珊陸軍白 .IM 
血清，.プ Eン .1'" 1 

巴』佐 賀附「比

o年O月、頚部に睡眠があるのを自3ーする. '"モの龍の慎正雄輔

事汗刀叱Pどく、悟怠串ちあった.

現在は落ち着きつつあるち.多少症v:は臨存して

いる.

3 人ム闘置 寄

，))人4虹円造a .~ ・ 4 追起自「月"平鹿 年 n ， (t) 1"1己副耳障山前向時Ii 哩 .fl l嗣防年")) 弔問買 ， " 目問踊午月日平成 • " 日 ~~ r'l'l1l1‘ '1'.1l!: 時 月 " 白)~路変更情堅'告 通E毎月"平成 与 月 e三 (5) :ι全/t，， ;.t.t(:1! 匝. fi(芳子一千ル同置平~ 平 " 目'問削半円目-'4'1lf • " 目'"画師 般車12 !'.有 手荷，.月日 事-11 年 !) 日 '"その胞の 手術 E ・.， }早舟平 月 '" 
⑮ 
現症時の日常生活若 CD4植は200を超えて目橿してきているが 呼咽器感染壇などを繰り返搭し、免震極不主牧E樹立選
動障力車び脅値能力 証日常して生いる支.抗障H 1 V軍の副作用による制御症状で抑うコ状盟が出現し、薬 による 鯵串もあり、

活に をきたじている.就労は困蝿な世態が続いている.
{必ずE入して下さい}

⑪ 
予 後 永続的にi白 ~tf必要である.

(必ず記入して下さい}

0・備 考
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